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平成２８年第１回竜王町議会定例会（第１号） 

                            平成２８年３月１日 

                            午後１時００分開会 

                            於 議 場 

１ 議 事 日 程（第１日） 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 会期の決定 

日程第 ３ 議第 ３号 竜王町課設置条例の一部を改正する条例 

日程第 ４ 議第 ４号 竜王町行政不服審査会条例 

日程第 ５ 議第 ５号 行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整備等に関する条 

            例 

日程第 ６ 議第 ６号 竜王町職員定数条例の一部を改正する条例 

日程第 ７ 議第 ７号 竜王町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正 

            する条例 

日程第 ８ 議第 ８号 竜王町非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部 

            を改正する条例 

日程第 ９ 議第 ９号 竜王町特別職の職員で非常勤のものの報酬および費用弁償 

            に関する条例の一部を改正する条例 

日程第１０ 議第１０号 竜王町特別職の職員で常勤のものの給与および旅費に関す 

            る条例の一部を改正する条例 

日程第１１ 議第１１号 竜王町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 

日程第１２ 議第１２号 竜王町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する 

            条例 

日程第１３ 議第１３号 竜王町税条例の一部を改正する条例 

日程第１４ 議第１４号 竜王町手数料徴収条例の一部を改正する条例 

日程第１５ 議第１５号 竜王町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備および 

            運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 

日程第１６ 議第１６号 竜王町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設 

            備および運営ならびに指定地域密着型介護予防サービスに 

            係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を 

            定める条例の一部を改正する条例 

日程第１７ 議第１７号 竜王町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例 



- 2 - 

日程第１８ 議第１８号 平成２７年度竜王町一般会計補正予算（第６号） 

日程第１９ 議第１９号 平成２７年度竜王町国民健康保険事業特別会計（事業勘 

            定）補正予算（第３号） 

日程第２０ 議第２０号 平成２７年度竜王町国民健康保険事業特別会計（施設勘 

            定）補正予算（第３号） 

日程第２１ 議第２１号 平成２７年度竜王町下水道事業特別会計補正予算（第３ 

            号） 

日程第２２ 議第２２号 平成２７年度竜王町介護保険特別会計補正予算（第４号） 

日程第２３ 議第２３号 平成２７年度竜王町後期高齢者医療特別会計補正予算（第 

            ２号） 

日程第２４ 議第２４号 平成２７年度竜王町水道事業会計補正予算（第３号） 

日程第２５ 議第２５号 平成２８年度竜王町一般会計予算 

日程第２６ 議第２６号 平成２８年度竜王町国民健康保険事業特別会計（事業勘 

            定）予算 

日程第２７ 議第２７号 平成２８年度竜王町国民健康保険事業特別会計（施設勘 

            定）予算 

日程第２８ 議第２８号 平成２８年度竜王町学校給食事業特別会計予算 

日程第２９ 議第２９号 平成２８年度竜王町下水道事業特別会計予算 

日程第３０ 議第３０号 平成２８年度竜王町介護保険特別会計予算 

日程第３１ 議第３１号 平成２８年度竜王町後期高齢者医療特別会計予算 

日程第３２ 議第３２号 平成２８年度竜王町水道事業会計予算 

日程第３３ 議第３３号 町道路線の認定について 

日程第３４ 議員派遣について 
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２ 会議に出席した議員（１２名） 

 １番 貴 多 正 幸   ２番 小 西 久 次 

 ３番 若 井 猛 志   ４番 森 島 芳 男 

 ５番 森 山 敏 夫   ６番 内 山 英 作 

 ７番 松 浦   博   ８番 古 株 克 彦 

 ９番 菱 田 三 男  １０番 山 田 義 明 

１１番 岡 山 富 男  １２番 小 森 重 剛 

３  会議に欠席した議員（なし） 

４  会議録署名議員 

 ７番 松 浦   博   ８番 古 株 克 彦 

５  地方自治法第１２１条の規定により説明のため会議に出席した者 

町 長 竹山 秀雄  副 町 長 川部 治夫 

教 育 長 岡谷ふさ子  総 務 主 監 兼 
産 業 振 興 課 長 

杼木 栄司 

会 計 管 理 者 犬井 教子  政 策 推 進 課 長 図司 明徳 

総 務 課 長 奥  浩市  税 務 課 長 田邊 正俊 

生 活 安 全 課 長 井口 清幸  住 民 課 長 知禿 雅仁 

福 祉 課 長 嶋林さちこ  健 康 推 進 課 長 中嶌 幸作 

発 達 支 援 課 長 木戸 妙子  農業委員会事務局長 竹内  修 

建 設 計 画 課 長 井口 和人  上 下 水 道 課 長 徳谷 則一 

工業団地推進課長 尾﨑 康人  教 育 次 長 松瀬徳之助 

学 務 課 長 重森 義一  生 涯 学 習 課 長 西川 良浩 

６  職務のため議場に出席した者 

議 会 事 務 局 長 若井 政彦  書 記 寺本 育美 
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開会 午後１時００分 

○議長（小森重剛） 皆さん、こんにちは。 

ただいまの出席議員数は、１２人であります。よって、定足数に達しています

ので、これより平成２８年第１回竜王町議会定例会を開会いたします。 

会議に入ります前に町長より発言の申し出がございますので、これを認めるこ

とにいたします。 

竹山町長。 

○町長（竹山秀雄） 皆さん、こんにちは。平成２８年第１回竜王町議会定例会の

開会に当たり、一言御挨拶を申し上げます。 

本日、平成２８年第１回定例会を招集いたしましたところ、議員各位におかれ

ましては、大変御多用の中を万障お繰り合わせの上御出席を賜りまして、厚く御

礼申し上げます。 

三寒四温を繰り返しながら、日一日と春めいていくことかとは存じますものの、

まだまだ寒さが続いております折、議員の皆様におかれましては、御健勝にて

日々議会活動に御専念をいただき、深甚の敬意を表しますとともに、我々行政に

携わっております者に対しまして、格段の御指導と御鞭撻を賜っておりますこと

に、衷心より厚く御礼を申し上げます。 

昨年１２月から、新年度の予算編成にとりかかってまいりましたが、率直に申

し上げまして、本町の財政状況は一段と硬直化が進み、厳しさが増してきている

実態であります。就任させていただいてより、財政の健全化を訴え、行財政改革

に取り組ませていただいた結果、一般会計、特別会計合わせて１２４億円あった

借金が、現在では９０億円を切るところまで縮減となりました。３４億円削減と

いうことであります。 

実質公債費比率が１８％を上回り、一時は２０％となりました折には、破綻を

危惧いたさねばならないぐらいの切迫感を覚えた次第ですし、長きに及んで起債

発行許可団体に陥っていた状況から一刻も早く脱却するべく、町の皆様の御協力、

御理解を求めながら、事業点検とあわせ、支出の見直しと税収増への取り組みの

結果、平成２６年決算数値をもって、１２．７％にまで改善となりました。この

ことは、既に広報等で皆様に御報告申し上げているとおりであります。 

行財政改革が進んだ結果ではありますが、平成２７年には、法人税見直しや、

消費税率アップによる駆け込み需要の反動で、町内大手企業の業績に影響が生じ、

税の還付を行わねばならなくなったこと等、財政運用面でその厳しさが増してき
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たことは否めなく、平成２７年当初予算において、財政調整基金を４億６，００

０万円も取り崩さないと収支のバランスがとれなかった状況から、平成２８年度

の予算編成に当たっては、間際になって慌てなくてもよいように、平成２７年度

予算執行に際しては、総点検を年初からしっかりと行っていく必要があると全職

員に伝えての新年度予算編成でありました。 

前年度対比１０％シーリングと事業見直しにより、予算編成の作業を続けたと

ころでありましたが、税収の減、また、扶助費を初め、義務的経費の増大で、先

にも述べましたとおり、財政の硬直化が一段と進んでおり、平成２８年度当初予

算においても、財政調整基金から２億６，０００万円の繰り入れを行い、やっと

のことで数字がくくれたところであります。 

私が就任させていただいた際の基金総額が２０億円程度でしたが、積み増しと、

とり崩しを繰り返しての財政運用の中、平成２７年度においては、就任当初の２

０億円の水準になっていますものの、平成２８年度においては、この金額を下回

ってしまうことになります。 

こういった実態のもと、新年度の予算審議をお願い申し上げるところでありま

すが、持続可能ならしめる自治体の条件として、財政の問題、人口の問題は避け

て通れない道でありますので、議員各位の御指導をよろしくお願いいたします。 

先の第１回臨時会にて触れさせていただきましたが、１月２７日に本町の２つ

の道の駅、竜王かがみの里とアグリパーク竜王が、全国で１，０７９駅ある施設

の中から重点道の駅として、地方創生の拠点の選定を国土交通省から受けたとこ

ろであります。平成２６年度に３５駅が選定され、平成２７年度は３８駅で、合

計で７３駅が重点道の駅として登録されたことになります。平成２７年度におい

て、近畿地方では７駅、滋賀県ではほかにもう一駅、長浜市の三姉妹の里が選定

されました。 

今回の選定基準の中に、中山間地域の活性化に道の駅がどれだけの役割を果た

しているかという項目があり、三姉妹の里は、まだオープンさてれていないのに、

全国の道の駅を手本に新しい取り組みを示され、選定となったように聞いていま

すが、既存の施設では県内において本町のみであり、地方創生に関連する事業に

は、省庁横断にて補助、支援が受けられる道の駅となり、感謝いたしている次第

であります。 

竜王かがみの里は街道筋で、ドライバーの休憩、情報提供、食事等、ゲートウ

エー型として、本来の道の駅施設であります。 
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一方、アグリパーク竜王は、体験型、滞在型、地域密着型、すなわち公園タイ

プの施設であり、昨年４月に道の駅に登録となりました。このたびの重点道の駅

選定においては、２つの道の駅を組み合わせた、さらなる活性化への新しい取り

組みを発表した結果が国土交通省の認め得るところとなり、期待を合わせての選

定となったと聞いています。その後、全国からの問い合わせの電話が入り、見学

や研修の申し込みも続いておりまして、その対応と、道の駅が果さねばならない

社会的役割と地域創生への貢献を、施設の職員に伝えている次第であります。 

３月１７日には、いよいよ近江八幡消防署竜王出張所が竣工となります。長年

に及ぶ町の皆さんの願いが届き、常備消防が竜王町に誕生することになったわけ

であります。総面積６，６００平方メートルのうち１，６００平方メートルを防

災拠点に当て、水防倉庫と備蓄倉庫、また、竜王町消防団の日々の練習や、ポン

プ操法大会を開催できる設備並びに面積を確保いたしました。３月１８日より業

務開始となりますが、同時に、地元竜王町消防団との連携も強くなるものと思っ

ていますし、町の皆さんの安全で安心な暮らしを守る消防施設として期待いたし

ているところであります。 

もう一点でありますが、滋賀竜王工業団地の造成工事も、おおむね計画どおり

進めていただいておりまして、平成２９年３月には、全区画分譲を目指して、滋

賀県土地開発公社と滋賀県と本町がスクラムを組み、企業誘致活動を行っていま

す。１２月の定例会でも申し上げましたとおり、現時点で１社が決定しています

が、平成２８年中に少なくとも２社の誘致を決めていただきたいというのが、私

の願いでもあります。 

滋賀竜王工業団地への企業誘致は、本町の将来にとって大きな要素であります

ので、動向等については、その都度、議員の皆様に御報告申し上げ対処いたして

まいります。 

以上は、本町にとって前向きな事業と申せますが、地方創生が強く打ち出され

ている中にあって、一番の課題である人口問題には、オール竜王体制で臨んでい

かねばならないと考えています。２月１５日に町内企業の代表者の方々にお集ま

りいただき、第６回経済交竜会の場をもたせていただきました。皆様からは率直

な御意見を賜ったところでありますが、町内に手ごろな住宅があれば、企業にと

ってありがたいところであり、職場への通勤時間は言うまでもなく、町に立地す

る企業として、町と職場との一体感も強くなるということであり、会社、事業体

として居住を進めたいくらいでありますとの御発言が重なったところであります。
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新しい工業団地へ勤めていただく方を対象とするだけでなく、本町へ通って下さ

っている就業者の方をも対象にできるということでありますので、住宅整備に関

し、その必要性を改めて痛感した次第であります。 

経済交竜会には、行政の幹部、また、議会からも正副議長、総務産業建設常任

委員会委員長様にも出席していただきましたが、私と同じく、住宅の必要性を受

けとめて下さったものと思っています。 

定例会中に特別委員会を予定していただいていますので、本件に関しての御議

論をよろしくお願い申し上げます。 

なお、本定例会に提案申し上げます案件は、条例関係１５件、平成２７年度補

正予算７件、平成２８年度竜王町当初予算８件、その他１件の計３１件でありま

す。何とぞ、慎重なる御審議をお願い申し上げ、開会に際しての御挨拶とさせて

いただきます。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

○議長（小森重剛） これより本日の会議を開きます。 

皆さんのお手元に専決処分報告書及び議会諸般報告書並びに竜王町議会会議規

則第１２６条の規定による議員派遣報告書を配付いたしましたので、よろしくお

願いをいたします。なお、説明は省略いたしますので、御了承願います。 

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（小森重剛） それでは、日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

会議規則第１２５条の規定により、７番 松浦 博議員、８番 古株克彦議員

を指名いたします。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第２ 会期の決定 

○議長（小森重剛） 日程第２ 会期の決定を議題といたします。 

お諮りいたします。本定例会の会期は、本日から３月２４日までの２４日間と

いたしたいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（小森重剛） 御異議なしと認めます。よって、本定例会の会期は、本日か

ら３月２４日までの２４日間と決定いたしました。 

なお、会期中の日程につきましては、お手元に配付いたしました日程表により

会議を進めてまいりたいと思いますので、御協力のほどをお願い申し上げます。 
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これより、一般行政について町長より、教育行政について教育長より、それぞ

れ方針表明の申し出がありますので、これを認めることにいたします。 

竹山町長。 

○町長（竹山秀雄） 本日、ここに平成２８年第１回竜王町議会定例会を開催し、

提出をいたしました諸案件の御審議を願うに当たりまして、新しい年度に向けた

町政の執行について、その方針を申し述べさせていただきます。 

まず、我が国の経済状況につきましては、平成２８年度の景気見通しについて、

平成２６年４月１日の消費税率及び地方消費税率の引き上げ以降、この引き上げ

前における駆け込み需要を受けた反動減等により、経済成長の流れが鈍化してい

ること、また、いまだ欧州での金融不安や、中国経済の減速による世界経済に対

する影響等、あるいは、世界的な原油価格の下落によって、その見通しについて

一層厳しさが増す現在の状況があり、一方で、一昨年の消費税及び地方消費税率

の１０％への引き上げの先送りに加えて、国において平成２６年度第１号補正予

算として、地方への好循環拡大に向けた緊急経済対策の実施や、アベノミクス第

２ステージとして、新３本の矢、第１の矢が「希望を生み出す強い経済」、そし

て第２の矢が「夢を紡ぐ子育て支援」、それから第３の矢「安心につながる社会

保障」を打ち出し、誰もが生きがいを持って充実した生活を送ることができる、

１億総活躍社会の実現を目指すとされるなど、再び我が国経済を回復軌道に戻す

べく積極的な施策が展開されており、これら大いに期待を寄せるところではある

ものの、引き続き厳しい見通しを持たざるを得ない状況でございます。 

竜王町におきましては、平成２７年度の本町における町税収入について、決算

見込みにおいて固定資産税について償却資産の回復等により、対予算比で４％程

度の増収が見込まれる一方で、町民税、法人税割について、先の消費税及び地方

消費税率並びに軽自動車税の引き上げ等の影響を受けて、町内企業の業績が悪化

したことなどにより、対予算比で６４．０％の減収となることが見込まれるなど、

町税総額としては８．６％程度の減少となる見込みとなったところであります。 

このような状況の中で、平成２８年度当初予算については、本町における各行

政施策の根幹とする第五次竜王町総合計画の前期計画が終了し、平成２７年度に

策定した後期計画がスタートする節目の年でありますことからも、前期計画期間

中に得られた成果と課題を踏まえて、第五次竜王町総合計画におけるまちづくり

の考え方を基本として、引き続き各施策の具体化に向けて取り組むこと、また、

本町施策における一つの大きなテーマとしている人口減少問題について、まち・
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ひと・しごと創生法に係る事業及び本町において策定した地方版総合戦略に基づ

く事業について、平成２７年度３月補正予算において、本町総合戦略に基づき、

平成２７年度国補正予算における地方創生加速化交付金を活用した事業に係る予

算についても追加して計上することとしており、これと一体的に取り組むことを

念頭に、本町の目指すまちづくりの実現に向けた各政策の柱に沿った事業を一層

強く推し進めるべく、全庁挙げて汗をかき、知恵を出し合い、各業務の執行に当

たることといたしました。 

まず、教育環境の充実につきましては、平成２３年度から継続して配置してお

ります町単独費による常勤講師について、平成２８年度におきましても独自に引

き続き配置することにより、小中学校における３５人以下学級を実現するととも

に、カウンセラーや特別支援、すこやか支援員等に係る対応に加えまして、新た

に本町における待機児童対策の一環として、町立幼稚園へ希望を変更していただ

く際に必要となる３歳児に係る預かり保育の実施に要する臨時講師の配置、また、

スーセー・マリー市中学生交流受入事業や、小中学校教育用コンピューターにお

ける一層円滑なインターネット利用環境の整備に向けた、光回線化及び小中学校

におけるインターネット回線の強靭化整備、また、竜王西小学校体育館改修工事

設計業務を初めとした、町内小中学校、園の施設整備等々、教育環境の充実を図

り、より一層の教育力の向上に努めてまいります。 

次に、竜王町の魅力をさらに町内外へ強く発信する要素として、本町農林公園

施設について、例年農林公園における果物等の農産物の最盛期において課題とな

っておりました、駐車場の拡幅と合わせた来客者用トイレの設置、住民の安心・

安全につなげるための水防倉庫等防災拠点施設の整備、八日市布引ライフ組合に

おける斎苑施設の更新整備、町内及び町外の各社会福祉法人が実施する障がいの

ある方々のための施設の整備に対する補助、また、国の制度改正を踏まえた介護

保険制度における新たな総合支援事業の展開等についても実施してまいります。 

さらには、第五次竜王町総合計画における定住人口の増及び若者定住の実現に

向けた魅力ある施策として、町内企業における地域経済の活性化に向けた要素も

あわせまして、定住促進住宅新築・リフォーム助成事業を平成２５年度から実施

４年目として平成２８年度においても引き続き計上、また、新たな要素として平

成２７年度に設置した、子ども家庭相談室を中心とした子育て世帯に向けたサポ

ートの実施、加えて、観光振興の創造をベースとした都市住民の定住・定着に向

けた地域おこし協力隊事業など、本町施策における一つの大きなテーマとしてい
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る人口減少問題について、平成２７年度に策定した竜王町総合戦略に基づく地方

の実情に応じた多様な取り組みとともに、これらと一体的に取り組むことを念頭

に、定住人口増に向けた政策に一層磨きをかける中で、同時に策定いたしました

第五次竜王町総合計画の後期計画の着実な実施を図ることとしておりまして、町

内外に対してこれらの事業のさらなる情報発信に努めるとともに、１０年後の竜

王町を見据えた中で、定住人口増加の着実な実現に向けた町ぐるみによる取り組

みとして、各施策の実施による効果を最大限に引き出すよう進めてまいります。 

また、平成２５年度から着手しております町内岡屋地先における滋賀竜王工業

団地の整備に向けた事業につきましては、滋賀県及び滋賀県土地開発公社と強力

に連携する中で進めさせていただいております。同工業団地や、これを取り巻く

インフラの整備が進むほどに、企業誘致においても一層本格化の度合いを増して

きており、町の財政基盤を確固たるものにする上でも重要な政策の１つと位置づ

けます、この企業誘致を切り口とした町の基礎基盤づくりにつきましても、引き

続き本事業の推進に向けて、県及び県土地開発公社からの御支援も得ながら、的

確・迅速に実施してまいります。 

また、第五次竜王町総合計画におけるまちづくりの考え方、基本理念に基づき

まして個別に申し上げますと、１つ目の「豊かな自然と歴史を誇れるまちづく

り」につきましては、先人たちが守り継いでこられた美しい自然や風土、築いて

こられた暮らしや歴史、文化遺産に、今を生きる私たちが新たな魅力を加えるこ

とで、全ての町民が我が町に誇りを持ち、さらに次の世代へと継承し続けていく

ための取り組みを実施してまいります。 

次に、２つ目の「みんなが安心して暮らせるまちづくり」につきましては、き

め細かな教育環境の整備に向けて、新たな加配教員の配置や計画的な教育施設の

整備に加えて、子供の健やかな成長を願う乳幼児期や学齢期の支援から、高齢期

を健康で生き生きと暮らすための支援まで、生涯を通して福祉・保健・医療の各

側面から一貫して提供する各支援について、教育面とのさらなる融合を図るとと

もに、特に子育て世帯に焦点を当てた支援の充実を図ります。 

また、増加し続ける医療・介護等に係る行政需要に対して、引き続き町内の各

医療機関や各関係機関等と連携をとりながら、町民皆様の健康づくりに向けて、

特に予防を中心とした対策を着実に実施してまいります。 

さらに町民の安全・安心な生活を守るための基盤となる災害対策について、こ

れの根幹となる町の防災計画に基づき、水害を初めとした多様な災害に対する対
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策を計画的に実施するとともに、町・地域防災拠点施設の整備を進めることに加

えて、老朽化した橋梁等インフラについても適切で、かつ計画的な管理に努めま

す。 

続いて、３つ目の「チャンスを活かすたくましいまちづくり」につきましては、

本町における自然や歴史、文化、農・商・工がそろったその利点を生かしつつ、

新たな潮流を確実に本町に取り込みながら、若い世代を中心とした定住人口増加

及び企業誘致、産業の振興に向けた取り組みを、創生法に基づく支援を活用しつ

つ実施してまいります。 

最後に、４つ目の「町民と行政の協働により築くオリジナルのまちづくり」に

つきましては、本町が蓄えている町民お一人お一人のエネルギーを結集せずして、

我が町が目指す大きな目標の達成は考えられません。また、限られた財源を効率

的、かつ効果的に活用する観点からも、これからのまちづくりには、さまざまな

場面において町民皆様の参画を欠かすことはできません。竜王町、自治会それぞ

れの運営や活動に、住民と行政がともに町を築く取り組みを実施いたします。 

ただいま、４つの基本理念に沿って、項目を挙げて町行政における方針を述べ

させていただいたところですが、冒頭でも申し上げましたように、平成２８年度

の予算編成の方針といたしまして、本町が掲げる４本の政策の柱に沿った事業に

ついて、大変厳しい状況のもとではありますが、重点的に予算を配分させていた

だきつつ編成いたしました。これら一つ一つの事業を、平成２８年度においても、

地方創生関連事業と一体的に進めてまいりますことで、福祉・介護・医療関係経

費の増嵩等や、老朽化が著しい公共施設の改修等、多くの課題に対する活路を見

い出してまいりますとともに、引き続き若者定住やまちづくりを推進する上で課

題となっております地域コミュニティの強化や、農業・農村の維持、また、産業

の活性化等に関する施策について、さらには安心・安全の確保など、町行政の本

分たる機能の継続的な保持のためにも、強く求められている一層の効率的な行政

運営の実現に向けて、町を挙げて施策を展開してまいります。 

以上、平成２８年度の、竜王町における町行政執行に向けた行政執行方針につ

いて申し述べさせていただきました。 

○議長（小森重剛） 岡谷教育長 

○教育長（岡谷ふさ子） それでは、平成２８年度竜王町教育行政基本方針を申し

上げます。 

「竜王町の未来を拓く心豊かでたくましい人づくり」、「教育でまちづくり」、
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子供たちをもっとたくましく。 

我が国は、現在、急激な少子化・高齢化の中にあり、２０３０年には６５歳以

上の割合が総人口の３分の１に達し、生産年齢人口は、総人口の約５８％にまで

減少すると見込まれています。日本全体として人口減少を克服し、地方創生をな

し遂げるため、人口・経済・地域社会の課題に一体的に取り組むことが求められ

ています。 

また、グローバル化や情報化が進展する社会の中で、多様な主体が速いスピー

ドで相互に影響し合い、１つの出来事が広範囲、かつ複雑に波及し、先を予測す

ることが一層困難になっています。 

さらに、都市化や過疎化の進行、家族形態の変容、価値観やライフスタイルの

多様化等を背景とした地域社会等のつながりや支え合いの希薄化によって、地域

で子供を育てる機能が低下しつつあります。そのため、子育ての不安や問題を抱

え孤立する保護者の増加や、児童虐待相談対応件数の増加等、家庭教育が困難な

現状が指摘され、決して一部の限られた家庭の問題ではなくなってきています。 

また、昨今子供が被害者や加害者となるさまざまな事件が発生していることか

らも、学校教育のみならず、家庭や地域社会での教育の充実を図るとともに、社

会の幅広い教育機能を活性化していくことが喫緊の課題となってきています。 

このように地域社会や家庭をめぐる問題が深刻化している中、多様な価値観を

持った人々との交流や体験の減少等を背景として、子供たちの規範意識や社会性、

自尊意識等に対する課題、生活習慣の乱れによる学習意欲や、体力・気力の低下

の課題等が指摘されている一方で、社会貢献への高い意欲や、柔軟で豊かな感性

と国際性を備えている一面も見受けられるなど、子供たちは未来を創造していく

主役として大きな可能性に満ちており、みずからが未来をつくり出していくとい

う主体性とともに、その可能性を最大限引き出し、開花させていくことが求めら

れています。 

そのような中、国の第２期教育振興基本計画４年次において、教育行政の基本

的方向性の１つである子供たちの社会を生き抜く力の養成に関しては、生きる力

の確実な育成として、その成果指標を国際的に上位の学力達成や、いじめ、不登

校、高校中退者の状況改善、子供の体力向上等が挙げられています。 

学習指導要領の改訂においては、２０２０年、基本的な方向性についての審議

が進められ、昨年８月に取りまとめられた中教審「論点整理」において、社会の

加速度的な変化の中でも、社会的、職業的に自立した人間として、伝統や文化に



- 13 - 

立脚し、高い志や意欲を持って、蓄積された知識を礎としながら、豊富な情報か

ら何が重要かを主体的に判断し、問題解決を目指し、他者と協働しながら、新た

な価値を生み出していくことが求められているとしています。 

これからの教育課程には、社会の変化に開かれ、教育が普遍的に目指す根幹を

堅持しつつ、社会の変化を柔軟に受けとめていく社会に開かれた教育課程として

の役割が期待されるとしています。 

また、学校においては、各学校が設定する教育目標を実現するために、学習指

導要領に基づき、子供たちの実情や地域の実態を踏まえた社会に開かれた教育課

程を編成し、実施、評価、改善していくカリキュラム・マネジメントの確立が求

められます。 

さらに、アクティブ・ラーニングの視点に立った学びを推進するために、子供

たちの学びへの興味と、努力し続ける意志を喚起することが重要であると指摘し

ています。 

また、複雑化、多様化している学校の課題に対応し、学校組織全体の総合力を

一層高めていくことから、これからの学校教育を担う教職員やチームとしての学

校のあり方については、心理や福祉などの専門家や関係機関、地域と連携し、チ

ームとして課題解決に取り組むことの必要性が検討されています。 

さらに、学校教育法の一部改正により、学校教育制度の多様化及び弾力化の推

進のため、小中一貫教育を実施する義務教育学校の制度の創設も４月から施行さ

れます。 

また、教育委員会制度の改革においては、首長と教育委員会を構成員とする総

合教育会議を開催し、ともに手をとりながら、子供たちの豊かな学びと成長を一

層支援していくこととなり、両者のパートナーシップの構築により、学校と地域

の連携・協働を推進していく力となりつつあります。 

さて、滋賀県においては、第２期教育振興基本計画の３年次において、滋賀の

目指す教育の姿、「自立と共生に向け、主体性・社会性を育む教育」に向けて、

たくましく生きる力の育成、育ちを支える環境づくり、生涯学習の振興の施策が

進められています（滋賀県総合教育会議大綱）。 

また、昨年３月には、就学前から中学校までの子供たちの、学ぶ力の向上に向

けた目標と施策の方向性を示す４年間の中長期計画として、学ぶ力向上滋賀プラ

ンが策定され、一人一人の学ぶ意欲を高めること、授業を改善すること、放課後

や家での時間の使い方を考えること等、６つの視点に基づいて取り組みを進める
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ことが求められています。 

以上のような、国・県の教育改革の流れを受けて、地方における教育行政を推

進していくことが求められている中で、竜王町にあっては、第五次総合計画の６

年次を迎え、町の将来像、「“ひと”育ち みんなで煌く 交竜の郷」の達成状

況の総括を受けて、後半５年間の推進に当たっては、特に人口増加、若者定住の

課題が急務であるために、竜王町人口ビジョン及び竜王町総合戦略が策定された

のを受けて、その目標達成に向けて教育の果たす役割は重要であり、確実に成果

として出していきたいと考えます。 

教育は国家百年の計と言われるとおり、人を大切にし、人づくりを重視し、未

来への投資として、まちづくりにおいて最も大切にすることと捉えなければなり

ません。竜王町教育委員会では、教育でまちづくりをモットーに、ことしも「竜

王町の未来を拓く心豊かでたくましい人づくり」に向かって、諸事業を推進して

いくこととします。 

まず、学校教育分野においては、学校園における特色ある教育課程の編成によ

り、子供たちに社会にたくましく生き抜く力、すなわち確かな学力と豊かな人間

性、健やかな体と体力を身につけることに全力を挙げます。 

学力の向上においては、ＩＣＴ機器の活用も含め、学習指導法の工夫改善によ

る教員の指導力の向上、家庭学習充実のための家庭との連携や、ＰＴＡ学力向上

委員会の活性化、公民館学力アップ教室の充実、さらに、一人一人の子供にきめ

細かな指導のための少人数編成加配や、支援員等の継続配置、つまずき診断テス

トの継続実施等、さまざまな角度から一層の成果を求めていきます。 

また、進展するグローバル社会に向け、英語教育は加速し、子供たちの英語コ

ミュニケーション能力の育成を図ることが必須であります。文部科学省教育課程

特例校としての取り組みの充実と、３年次を迎えて研究成果発表を実施すること

を初め、子供英語スピーチ大会や中学生国際交流事業ともリンクしながら、英語

教育を本町の特色ある取り組みとして推進していきます。 

豊かな心、人としての感性の育成は、人格形成を図るために極めて重要であり、

その中核となる道徳教育においては、「特別の教科道徳」として開設されるに当

たり、工夫・改善を図る必要があります。 

また、読書活動の推進においては、図書館と学校園との連携を初め、「にじ色

お話隊」や読書貯金、ファミリー読書のような、特色ある取り組みを大切にして

継続していきます。 
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人権教育においては、年間計画に基づき着実に推進し、実践的な態度の育成に

努めます。 

健やかな体と体力向上においては、あったか御飯と地産地消のふるさと給食な

ど、竜王町の特色ある学校給食の充実や食育の推進を初め、体育の授業改善はも

ちろんのこと、小学校における１０分間運動の推進、部活動の充実等を重点とし

て取り組みます。 

さらに、幼児期の教育は、生涯にわたる人格形成の基礎を培う重要なものであ

ることから、生きる力の基礎として、基本的な生活習慣の育成や、遊びを通して

集団の中で学ぶ環境づくりを推進することに心がけます。就学前教育に関しては、

子ども・子育て支援新制度が進む中で、竜王町にふさわしいあり方を求めていく

ことが必要であります。 

一方、社会教育分野においては、社会教育法において、時代を担う自立した青

少年の育成に向けて、社会教育行政として社会総がかりで子供を育てる取り組み

を進め、地域の教育力の向上を図ることが求められており、竜王町においては、

公民館、図書館を生涯学習の拠点として位置づけ、生涯学習の諸講座を初め、学

校支援地域本部活動の事業や、第２次竜王町子ども読書活動推進計画に基づく取

り組みを一層推進します。 

家庭教育の充実が一層必要とされる中で、ＰＴＡ連絡協議会との共催による教

育フォーラムを初めとして、子育て・親育ちに関する事業を推進していく必要が

あります。 

スポーツ振興においては、東京オリンピック・パラリンピックや、滋賀国体開

催に向けての動きが加速する中、スポーツへの関心が高まっているとともに、健

康づくりの観点からの取り組みが必要とされています。本町のスポーツ推進計画

に基づく取り組みは５年次を迎え、幼児からお年寄りまでの健康体力づくりの事

業の総括を行い、今後５年間に向けた推進計画を立案します。 

明るく住みよいまちづくりを目指す人権教育の推進においては、人権意識調査

を踏まえた人権教育・啓発基本方針による啓発と推進に努め、竜王町人権宣言の

趣旨にふさわしい住民の人権意識の高揚に努め、差別のない明るい住みよいまち

づくりを目指します。 

地域の人権教育推進協議会は、昨年創立４０周年を迎え、ことしから新たな１

年を踏み出すことになります。 

文化財については、形成された時代の人々の営みを反映し、同時に周囲の自然
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環境や地域の特性をも反映したものであり、地域づくりの核ともなっています。

地域の人々とともに守り、次世代へ継承できるよう、地域の風土に根差した文化

財の保護と活用を一層進め、雪野山古墳保存管理計画の策定とその実施を初めと

して、その他の豊富な文化財を含め、その価値及び重要性の普及啓発に努めてま

いります。 

青少年の健全育成に関しては、少年補導委員会や青少年育成町民会議、こども

会連合会、ＰＴＡ連絡協議会等の教育関係機関、関係団体の活動に支えられてい

ますが、「ありがとう」のあいさつ運動や主張大会、スポーツや体験活動等の行

事を通して、今後も緊密に連携を図っていく必要があります。 

最後に、教育環境の整備においては、竜王幼稚園トイレ改修により、健康や快

適な生活につながっています。また、小中学校におけるＩＣＴ機器の整備が完了

し、大いにその活用に努めており、魅力ある授業づくりを創造していきたいと考

えます。 

今後は、竜王西小学校体育館、中学校テニスコート、プール、グラウンド改修

等を進めていくとともに、老朽化した学校給食センターと竜王小学校の改築につ

いては、重要かつ大規模であるため、早期に計画を進めていかなくてはならない

時期に来ています。 

以上、これまでその年の教育行政基本方針を中心に据えて、関係者一同が目標

に向かって、教育の不易と流行の両面から取り組んできました。また、国・県の

研究指定等、先進的な教育に積極果敢に取り組むことができたことで、成果とし

てあらわれてきた竜王町教育のよさを今後も堅持しながら、時代の要請にも応え

つつ、未来を見据え、教育に熱心な町、竜王町の一層の発展を目指し、ことしも

「竜王町の未来を拓く心豊かでたくましい人づくり」を基本方針として、５つの

重点目標のもと、３１の重点施策と具体的努力事項を設けて、着実な事業推進に

努めていくこととします。 

この後、重点目標、重点施策、具体的努力事項と続いて記載しておりますので、

御一読お願いいたします。 

以上で、平成２８年度教育行政基本方針の説明とさせていただきます。ありが

とうございました。 

○議長（小森重剛） 以上で、一般行政執行方針並びに教育行政基本方針の表明を

終結いたします。 

この際、申し上げます。ここで午後２時５分まで暫時休憩いたします。 
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休憩 午後１時５５分 

再開 午後２時０５分 

○議長（小森重剛） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

それでは、これより議事に入ります。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第 ３ 議第 ３号 竜王町課設置条例の一部を改正する条例 

日程第 ４ 議第 ４号 竜王町行政不服審査会条例 

日程第 ５ 議第 ５号 行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整備等に関する条 

            例 

日程第 ６ 議第 ６号 竜王町職員定数条例の一部を改正する条例 

日程第 ７ 議第 ７号 竜王町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正 

            する条例 

日程第 ８ 議第 ８号 竜王町非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部 

            を改正する条例 

日程第 ９ 議第 ９号 竜王町特別職の職員で非常勤のものの報酬および費用弁償 

            に関する条例の一部を改正する条例 

日程第１０ 議第１０号 竜王町特別職の職員で常勤のものの給与および旅費に関す 

            る条例の一部を改正する条例 

日程第１１ 議第１１号 竜王町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 

日程第１２ 議第１２号 竜王町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する 

            条例 

日程第１３ 議第１３号 竜王町税条例の一部を改正する条例 

日程第１４ 議第１４号 竜王町手数料徴収条例の一部を改正する条例 

日程第１５ 議第１５号 竜王町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備および 

            運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 

日程第１６ 議第１６号 竜王町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設 

            備および運営ならびに指定地域密着型介護予防サービスに 

            係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を 

            定める条例の一部を改正する条例 

日程第１７ 議第１７号 竜王町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例 

日程第１８ 議第１８号 平成２７年度竜王町一般会計補正予算（第６号） 

日程第１９ 議第１９号 平成２７年度竜王町国民健康保険事業特別会計（事業勘 
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            定）補正予算（第３号） 

日程第２０ 議第２０号 平成２７年度竜王町国民健康保険事業特別会計（施設勘 

            定）補正予算（第３号） 

日程第２１ 議第２１号 平成２７年度竜王町下水道事業特別会計補正予算（第３ 

            号） 

日程第２２ 議第２２号 平成２７年度竜王町介護保険特別会計補正予算（第４号） 

日程第２３ 議第２３号 平成２７年度竜王町後期高齢者医療特別会計補正予算（第 

            ２号） 

日程第２４ 議第２４号 平成２７年度竜王町水道事業会計補正予算（第３号） 

日程第２５ 議第２５号 平成２８年度竜王町一般会計予算 

日程第２６ 議第２６号 平成２８年度竜王町国民健康保険事業特別会計（事業勘 

            定）予算 

日程第２７ 議第２７号 平成２８年度竜王町国民健康保険事業特別会計（施設勘 

            定）予算 

日程第２８ 議第２８号 平成２８年度竜王町学校給食事業特別会計予算 

日程第２９ 議第２９号 平成２８年度竜王町下水道事業特別会計予算 

日程第３０ 議第３０号 平成２８年度竜王町介護保険特別会計予算 

日程第３１ 議第３１号 平成２８年度竜王町後期高齢者医療特別会計予算 

日程第３２ 議第３２号 平成２８年度竜王町水道事業会計予算 

日程第３３ 議第３３号 町道路線の認定について 

○議長（小森重剛） 日程第３ 議第３号から日程第３３ 議第３３号までの３１

議案を一括議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。竹山町長。 

○町長（竹山秀雄） ただいま一括上程いただきました議第３号から議第３３号ま

での３１議案につきまして、順を追って提案理由を申し上げます。 

まず、議第３号から議第２４号までの２２議案につきまして提案理由を申し上

げます。 

議第３号、竜王町課設置条例の一部を改正する条例につきましては、行政課題

に対応し得る組織体制の構築に向け、産業振興課を農業振興課と商工観光課に分

課するとともに、町長部局に住民福祉主監を設置するものでございます。 

次に、議第４号、竜王町行政不服審査会条例につきましては、行政不服審査法

が平成２６年６月１３日に公布され、平成２８年４月１日から施行されることに
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伴いまして、同法第８１条第１項の規定に基づき、執行機関の附属機関として、

竜王町行政不服審査会を設置するため制定するものでございます。 

次に、議第５号、行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整備等に関する条例

につきましては、平成２８年４月１日から行政不服審査法が施行されることに伴

い、同法の規定に基づく審理員による審理手続の適用範囲を定めること、審理手

続時等における関係書類の写し等の交付に係る手数料を定めること、その他の所

要の規定を改正するべく、関係する８つの条例の一部改正を整備条例として制定

するものでございます。 

次に、議第６号、竜王町職員定数条例の一部を改正する条例につきましては、

議第３号の提案理由で申し上げましたとおり、行政課題に対応し得る組織体制を

構築することとしており、これに併せて職員の定数を見直すものであります。 

なお、見直しに当たり、総数は改定せず、各部局の定数を増減する形で見直さ

せていただくものでございます。 

次に、議第７号、竜王町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正す

る条例につきましては、地方公務員法及び地方独立行政法人法の一部を改正する

法律が平成２６年５月１４日に公布されたことから、引用している条項にずれが

生じたため、所要の改正を行うもの、また、学校教育法等の一部を改正する法律

が平成２７年６月２４日に公布されたことに伴い、育児または介護を行う職員の

早出遅出勤務に係る内容を追加するものでございます。 

次に、議第８号、竜王町非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を

改正する条例につきましては、地方公務員災害補償法施行令の一部を改正する政

令が平成２８年１月２２日に公布されたことから、労働者災害補償保険法による

年金たる保険給付と同一の事由により、厚生年金保険法による年金たる給付が支

給される場合に、労災年金に乗じる調整率が改定されたため、所要の改正を行う

ものでございます。 

次に、議第９号、竜王町特別職の職員で非常勤のものの報酬および費用弁償に

関する条例の一部を改正する条例につきましては、別表第１中、上下水道事業運

営委員会委員長及び委員の報酬額にただし書きを加え、同職に専門的な識見を有

する者が選任された場合の報酬額を、委員長にあっては日額１８，５００円を、

委員にあっては日額１８，０００円を支給するよう改正するものでございます。 

上下水道事業につきましては、町内における整備はほぼ完了し、今後は維持管

理及び経営が重要な取り組み事項となり、一層安定的かつ持続的な事業運営が求
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められるところであります。 

つきましては、今後は施設の最適化、料金のあり方等の議論が求められており、

受益者の御意見はもとより、専門家の意見も参考としながら、合理的な事業運営

を図っていく必要がありますことから、今回の改正を行うものでございます。 

次に、議第１０号、竜王町特別職の職員で常勤のものの給与および旅費に関す

る条例の一部を改正する条例につきましては、平成２７年８月６日の人事院勧告

において、「民間給与との格差を埋めるため、給料表の水準を引き上げるととも

に、ボーナスを０．１月分引き上げる」などの人事院勧告がされたことから、特

別職の職員の期末手当の支給割合を改定するものでございます。 

なお、この改正のうち第１条の規定は公布の日から、第２条の規定は平成２８

年４月１日からそれぞれ施行し、また、第１条の規定は、平成２７年４月１日か

ら適用させていただくことを申し添えいたします。 

次に、議第１１号、竜王町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例につ

きましては、平成２７年８月６日の人事院勧告において、「民間給与との格差を

埋めるため、給料表の水準を引き上げるとともに、ボーナスを０．１月分引き上

げる」などの人事院勧告がなされ、国においては、人事院勧告制度を尊重するこ

とが基本であるとの考えのもと、改正法案が１月２０日可決、成立、１月２６日

に公布されたところであります。 

つきましては、本町職員の給与についても、人事院勧告に準拠し、職員の給料

月額及び勤勉手当の支給割合等を改定するものであります。 

今回の改正のポイントといたしましては、官民給与の較差を是正するための給

料表の引き上げ、勤勉手当の０．１月分の引き上げでございます。また、地方公

務員法及び地方独立行政法人法の一部を改正する法律が平成２６年５月１４日に

公布されたことから、等級別基準職務表について条例で定めることと規定された

ため、所要の改正を行うものでございます。 

なお、この改正のうち、第１条の規定は公布の日から、第２条に規定する等級

別基準職務表などについては平成２８年４月１日からそれぞれ施行し、また、第

１条に規定する給料表の改正及び勤勉手当の改正については、平成２７年４月１

日から適用させていただくことを申し添えいたします。 

次に、議第１２号、竜王町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する

条例につきましては、地方公務員法及び地方独立行政法人法の一部を改正する法

律が平成２６年５月１４日に公布されたことから、引用している条項にずれが生
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じたため、所要の改正を行うものでございます。 

次に、議第１３号、竜王町税条例の一部を改正する条例につきましては、地方

税法等の一部を改正する法律が平成２７年３月３１日に公布され、その一部が平

成２８年４月１日から施行されることに伴い、本条例の規定について所要の改正

を行うものでございます。 

主な内容といたしましては、徴収の猶予及び換価の猶予について地方公共団体

の条例で定めることとされたことによる改正、町たばこ税における紙巻たばこ３

級品に係る税率の特例の廃止と急激な税率の上昇を防ぐため、段階的に税率を上

昇させるための改正等でございます。 

次に、議第１４号、竜王町手数料徴収条例の一部を改正する条例につきまして

は、滋賀県屋外広告物条例に基づく許可申請手数料につきまして、滋賀県から権

限委譲を受けて、本町において屋外広告物の許可及び除却事務に伴って徴収して

おりますが、今回、滋賀県及び各市町の状況に合わせて所要の改正を行うもの、

また、住民基本台帳法第１２条から第１２条の４までの規定に基づく住民票の写

し等の交付手数料につきまして、平成２８年７月からコンビニエンスストアにお

ける証明書の発行に対応するべく規定の見直しをする必要があることから、現行

の継続用紙４枚増すごとに１００円を付加する規定を削除するものでございます。 

次に、議第１５号、竜王町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備および

運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例につきましては、地域にお

ける医療及び介護の総合的な確保を推進するための関係法律の整備等に関する法

律による介護保険法の改正により、平成２８年４月１日から小規模な通所介護が

地域密着型サービスへ移行し、地域密着型通所介護として創設されることに伴い、

本条例の一部改正を行うものでございます。 

次に、議第１６号、竜王町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設

備および運営ならびに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための

効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例につきまし

ては、地域における医療及び介護の総合的な確保を推進するための関係法律の整

備等に関する法律による介護保険法の改正により、平成２８年４月１日から介護

予防認知症対応型通所介護を実施する事業所について、地域との連携や運営の透

明性を確保するために、利用者や地域住民の代表者等が参加する運営推進会議の

設置が必要となることから、本条例の一部改正を行うものでございます。 

次に、議第１７号、竜王町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例
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につきましては、労働者災害補償保険法施行令及び地方公務員災害補償法施行令

に規定されている同一の事由により厚生年金保険法による年金たる給付が支給さ

れる場合に、労災年金の額に乗じる調整率について改定が行われることから、一

部改正を行うものでございます。 

次に、議第１８号、平成２７年度竜王町一般会計補正予算（第６号）につきま

しては、現在お認めをいただいております補正予算（第５号）までの歳入歳出予

算額が、６４億２，７３１万７，０００円でございます。今回、この総額から歳

入歳出それぞれ２億７，８６５万１，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を、

歳入歳出それぞれ６１億４，８６６万６，０００円とさせていただくものでござ

います。 

主な内容といたしましては、歳入では、町税におきまして法人町民税の減額、

固定資産税、町たばこ税及び地方交付税について増額、国庫支出金におきまして

地方公共団体情報セキュリティ強化対策費補助金、県支出金におきましては担い

手確保・経営強化支援事業補助金について追加、加えて、財政調整基金繰入金に

ついて減額しつつも、平成２７年度の町税収入における大幅な減収を受けて、年

度間の財源調整のため、減債基金繰入金の追加をさせていただくものなどでござ

います。 

歳出では、平成２７年度国補正予算（第１号）を活用した情報セキュリティ強

化対策事業等を実施するため追加計上させていただくもの、昨年１１月からの未

来につなぐふるさと交竜寄附制度の拡充を受けて、この寄附金の今年度の決算見

込みにより積立金の増額をさせていただくもの、また、人事院勧告等による人件

費の増額をさせていただくもの等であります。 

さらに、年度末を迎え、各事業の進捗状況を見ますと、一部の事業におきまし

て遅延が生じているものが見受けられますことから、これら事業を翌年度に繰り

越して執行させていただきたく、繰越明許の措置をお願いすることとあわせまし

て、地方債の追加及び変更等につきましても補正措置をお願いするものでござい

ます。 

次に、議第１９号、平成２７年度竜王町国民健康保険事業特別会計（事業勘

定）補正予算（第３号）につきましては、現在お認めをいただいております補正

予算（第２号）までの歳入歳出予算額が１３億６０８万８，０００円でございま

す。今回、総額に歳入歳出それぞれ４１０万８，０００円を追加し、歳入歳出予

算の総額を、歳入歳出それぞれ１３億１，０１９万６，０００円といたしたいも



- 23 - 

のでございます。 

補正予算の主な内容といたしましては、歳出では保険給付費について、決算見

込みにより一般被保険者療養給付費が１，７４４万６，０００円、一般被保険者

高額療養費が１，０２８万５，０００円のそれぞれ増額でございます。また、額

の確定により、後期高齢者支援金等が７３８万４，０００円、介護納付金が１，

３９２万６，０００円のそれぞれ減額、決算見込みにより、保健事業費の特定健

康診査等事業費が２１０万円の減額、歯科保健事業補助金の額の確定により、施

設勘定繰出金が１６万９，０００円の増額でございます。 

歳入では、決算見込みにより、一般被保険者国民健康保険税が１１１万５，０

００円、退職被保険者等国民健康保険税が６１１万３，０００円のそれぞれ減額、

額の確定により、国庫支出金の療養給付費等負担金が４，５６９万６，０００円、

療養給付費等交付金が２，０５８万７，０００円のそれぞれ減額、前期高齢者交

付金が１億１，４３９万１，０００円の増額でございます。また、県支出金の財

政調整交付金が１，２８５万３，０００円の減額、決算見込みにより、共同事業

交付金が１，１０６万３，０００円、保険財政共同安定化事業交付金が１，１５

４万７，０００円のそれぞれ減額、保険基盤安定繰入金の額の決定により、一般

会計繰入金が１，１３４万１，０００円の増額、財政調整基金繰入金が１，５５

０万８，０００円の減額、前年度からの繰越金が１，５４５万６，０００円の増

額でございます。 

次に、議第２０号、平成２７年度竜王町国民健康保険事業特別会計（施設勘

定）補正予算（第３号）につきましては、現在お認めをいただいております補正

予算（第２号）までの歳入歳出予算額が医科８５３万２，０００円、歯科５，１

４０万円でございます。今回、総額から歳入歳出それぞれ医科１万円、歯科６８

万５，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ医科８５２

万２，０００円、歯科５，０７１万５，０００円といたしたいものでございます。 

補正予算の内容といたしまして、医科につきましては、決算見込みにより、歳

入では、繰入金の財政調整基金繰入金が３１万６，０００円の減額、前年度から

の繰越金が３０万６，０００円の増額でございます。 

歳出では、滋賀県国保診療施設協議会負担金の減額により、総務費の一般管理

費が１万円の減額でございます。歯科につきましては、歳入では、決算見込みに

より診療収入の外来収入が２７０万円、介護サービス収入が２９万７，０００円

のそれぞれ減額、繰入金の事業勘定繰入金が１６万９，０００円の増額、財政調
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整基金繰入金が３０万１，０００円の減額、前年度からの繰越金が２４４万４，

０００円の増額でございます。 

歳出では、人件費３０万９，０００円、決算見込みにより、総務費の一般管理

費が３９万９，０００円のそれぞれ減額、医業費の医療用機械器具費が２万３，

０００円の増額でございます。 

次に、議第２１号、平成２７年度竜王町下水道事業特別会計補正予算（第３

号）につきましては、現在お認めいただいております補正予算（第２号）までの

歳入歳出予算額が、６億９，６０５万３，０００円でございます。今回、総額か

ら歳入歳出それぞれ６１７万円４，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を、

歳入歳出それぞれ６億８，９８７万９，０００円といたしたいものでございます。 

補正予算の主な内容といたしましては、平成２７年度の執行見込みによる調整

等でありますが、歳入では、繰越金１５６万円及び過年度分の公共下水道使用料

が１００万円の増額でございます。また、これら増額等に伴いまして、一般会計

からの繰入金について８７３万４，０００円の減額をさせていただくものでござ

います。 

歳出につきましては、公営企業法適化支援業務及び公用自動車の入札による残

額３１８万１，０００円の減額、人件費が２７万３，０００円の増額、下水道工

事請負費１００万円の増額、琵琶湖流域下水道維持管理負担金１００万円の減額

及び公債費償還利子３１１万６，０００円を減額いたしたいものでございます。 

さらに、繰越明許費でございますが、大丸企業団地の舗装本復旧工事にかかり

ます特定環境保全公共下水道事業８２０万円について、地方自治法第２１３条第

１項の規定によりまして、繰越明許をお願いするものでございます。 

次に、議第２２号、平成２７年度竜王町介護保険特別会計補正予算（第４号）

につきましては、現在お認めをいただいております補正予算（第３号）までの歳

入歳出予算額が８億６，００３万２，０００円でございます。今回、この総額か

ら歳入歳出それぞれ２，１５６万２，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を、

歳入歳出それぞれ８億３，８４７万円といたしたいものでございます。 

補正予算の主な内容といたしましては、歳出におきまして、保険給付費につい

て、受給者数増加に伴う施設介護サービス給付費が１，０００万円、居宅介護住

宅改修費２３万円、介護予防住宅改修費が８３万円のそれぞれ増額、また、決算

見込みにより居宅介護サービス給付費が５００万円、地域密着型介護サービス給

付費２，５００万円、介護予防サービス給付費が３００万円のそれぞれ減額でご
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ざいます。また、地域支援事業費といたしまして、包括的支援事業・任意事業費

が９１万２，０００円、介護予防事業費４２万８，０００円の減額、また、基金

積立金について１７１万８，０００円の増額でございます。 

歳入におきましては、保険給付費の減額に伴う国、県、支払基金など公費負担

分の減額、また、地域支援事業費の減額に伴う一般会計繰入金の減額でございま

す。 

次に、議第２３号、平成２７年度竜王町後期高齢者医療特別会計補正予算（第

２号）につきましては、現在お認めをいただいております補正予算（第１号）ま

での歳入歳出予算額が８，９６９万８，０００円でございます。今回、その総額

を増減することなく予算の組み替えを行い、歳入歳出予算の総額を補正予算（第

１号）と同額といたしたいものでございます。 

補正予算の内容といたしましては、歳入では、決算見込みにより繰入金の保険

基盤安定繰入金が２５万円の減額、前年度からの繰越金が２５万円の増額、歳出

では、決算見込みにより一般管理費が２万円の減額、徴収費が２万円の増額でご

ざいます。 

次に、議第２４号、平成２７年度竜王町水道事業会計補正予算（第３号）につ

きましては、平成２７年度竜王町水道事業会計の第３条で定めました収益的収入

の既決予定額３億６，５２５万８，０００円に、今回１０万円を増額し、３億６，

５３５万８，０００円に、収益的支出の既決予定額３億６，３４６万８，０００

円から、今回９９万円を減額し、３億６，２４７万８，０００円に、また、第４

条で定めました資本的収入の既決予定額１億４，６１０万７，０００円から、今

回４，７９７万５，０００円を減額し、９，８１３万２，０００円に、資本的支

出の既決予定額２億２，９４２万１，０００円から、今回３，３５３万５，００

０円を減額し、１億９，５８８万６，０００円とさせていただきたいものでござ

います。 

補正予算の内容といたしましては、収益的収入につきまして、営業外収益の補

助金のうち町補助金について、人事異動に伴う児童手当分として１０万円を増額

するものでございます。また、収益的支出につきましては、総係費といたしまし

て、人件費について１１万４，０００円の増額、水道技術管理者資格取得講習会

等に伴います旅費が１０万円、また、同講習会等に係ります研修費につきまして

２７万８，０００円、委託料につきまして、水道事業変更認可等策定業務及びハ

ンディーターミナルの保守業務に係ります委託料について７２万６，０００円を
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それぞれ減額いたしたいものでございます。 

資本的収入につきましては、企業債といたしまして３，９００万円、補助金と

いたしまして水道水源開発等施設整備費８０１万１，０００円、他会計負担金に

ついて、布設替工事に伴います消火栓設置負担金９６万４，０００円のそれぞれ

減額、資本的支出につきましては、建設改良費の改良事業費について、老朽管布

設替設計業務に係ります委託料が６１６万円の減額、弓削地先基幹管路等布設替

工事等に伴います工事請負費が２，７２５万５，０００円の減額、固定資産購入

費といたしまして、鉄管・ケーブル探知機等に係ります工具、器具及び備品１２

万円を減額いたしたいものでございます。 

また、資本的収入額が資本的支出額に対し不足いたしますので、第４条括弧書

きで定めております補てん財源につきましても改正させていただくとともに、第

３条の人件費補正に伴いまして、第８条に定めております議決を経なければ流用

することのできない経費の職員給与費、さらに、第３条の補助金補正に伴いまし

て、第９条に定めております他会計からの負担金につきましても改正させていた

だきたいものでございます。 

以上、議第３号から議第２４号までの２２議案につきまして提案理由を申し上

げたところでございますが、議第１８号につきましては、詳細について担当課長

より説明させますので、よろしく御審議を賜り、御承認をいただきますようお願

い申し上げ、提案理由といたします。 

○議長（小森重剛） 奥総務課長。 

○総務課長（奥 浩市） ただいま、町長から議第１８号、平成２７年度竜王町一

般会計補正予算（第６号）について提案理由の説明があったわけでございますが、

さらにその内容についてお手元配付の補正予算の概要により説明させていただき

ます。 

まず、歳入予算では、町税につきまして、個人町民税、法人町民税、固定資産

税、町たばこ税及び地方交付税のうち、特別交付税につきましては、それぞれ収

入見込みによる増額及び減額、次の国庫支出金について、１つ目の障害者自立支

援給付費負担金１，０００万円、国保保険基盤安定負担金４６９万２，０００円、

施設型給付・地域型保育給付負担金１２４万９，０００円及び個人番号カード交

付事業費補助金につきましては、それぞれ充当対象となる歳出予算の増に伴う増

額、次の地方公共団体情報セキュリティ強化対策費補助金６００万円につきまし

ても、総務大臣通知を受けて実施いたします施設内外のネットワーク整備に伴い
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追加する経費に対して交付される補助金の追加、次の、臨時福祉給付金に係る事

業費補助金３４８万６，０００円、同じく事務費補助金３４６万１，０００円、

及び子育て世帯臨時特例給付金給付事務費補助金２２８万円につきましては、そ

れぞれ充当対象となる歳出予算の見込みによる減に伴う減額、次の、社会資本整

備総合交付金のうち農林公園施設４９３万円につきましては、当初農林公園施設

の駐車場拡幅に係る経費への充当を予定しておりましたが、社会資本整備総合交

付金の内示状況等を踏まえて、同交付金の充当をやめたことによる予算の減額、

また、同じく社会資本整備総合交付金のうち、竜王インター周辺整備事業２，５

６７万４，０００円及び防災安全１２９万３，０００円につきましては、それぞ

れ係る歳出予算の執行見込みによる減額、また、社会資本整備総合交付金のうち

社会資本整備につきましては、町道殿山線の拡幅工事に係る実施設計業務にて、

国交付金の補助率変更を受けた歳入予算の増額、また、その次の施設環境改善交

付金３６３万５，０００円につきましては、同交付金について結果不採択となっ

たことによる減額でございます。 

次に、県支出金でございますが、こちらにつきましても国庫支出金と同様に、

その多くが充当対象事業における増額及び減額に伴う歳入予算の増額及び減額で

ありまして、障害者自立支援給付費負担金５００万円、国保保険基盤安定負担金

３８１万５，０００円、施設型・地域型保育給付負担金６２万４，０００円につ

いて、また地積調査費補助金１６８万９，０００円、重度障害者地域包括支援事

業費補助金１８４万３，０００円及び低年齢児保育保育士等特別配置事業費補助

金２００万円につきましては、充当対象事業における予算の増額及び減額に伴う

それぞれ増額及び減額、次の戸別所得補償経営安定推進事業補助金３９５万２，

０００円につきましても、歳出において農地集積協力助成金の増額に伴う増額、

次の担い手確保・経営強化支援事業補助金３，８２７万４，０００円につきまし

ては、平成２７年度国補正予算において、人・農地プランに位置づけられた担い

手に対する機械設備等の整備に係る補助制度の追加を受けた追加、ページ変わり

まして、環境こだわり農業直接支払交付金４８３万８，０００円、世代をつなぐ

農村まるごと保全向上活動支援交付金３８３万６，０００円及び県議会議員選挙

費委託金５４２万８，０００円につきましては、いずれも充当対象事業の減額に

伴う減額でございます。 

次に、未来につなぐふるさと交竜寄附金７，０００万円につきましては、同制

度の寄附金収入の増に伴う増額、次の財政調整基金繰入金３４４万６，０００円
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については、現在計上しております同基金繰入金の一部組み戻しのための減額、

次の減債基金繰入金１億円につきましては、平成２７年度の町税収入における大

幅な減収を受けて、年度間の財源調整のために、平成２７年度における公債費へ

の充当を目的とした同基金繰入金の追加、公共施設維持管理基金繰入金１３０万

円については、充当対象経費の減額に伴う減額、加えて前年度繰越金について９，

６２３万４，０００円の増額でございます。 

次に、コミュニティ助成事業助成金７４０万円、竜王インター周辺地区整備協

力金３億６９２万４，０００円及び埋蔵文化財発掘調査費５０５万６，０００円

につきましては、それぞれ対象事業費の減額に伴う減額、次の市町村振興協会市

町村交付金９３０万６，０００円につきましては、収入見込みによる増額、次に

町債でございますが、１つ目の情報セキュリティ強化対策事業債１，６００万円

につきましては、総務大臣通知を受けて実施いたしますネットワーク整備に伴い

追加する経費に対して充当するための追加、次に、社会資本整備事業債のうち、

社会資本整備１４０万円及び防災安全１２０万円及び幼稚園大規模改造事業債１

６０万円につきましては、それぞれ充当対象事業の見込みによる減額、また、社

会資本整備事業債のうち農林公園施設３，９９０万円につきましては、町債のう

ち一番下の欄に記載してございますが、今回増額する減収補てん債４，９３０万

円との財源振替に伴う減額でございます。 

続きまして、歳出予算といたしましては、多くのものが年度末を前に既に執行

が終わった予算残額の減額、または、決算見込みによる減額補正となっておりま

すので、主なものについて御説明申し上げますのでよろしくお願いを申し上げま

す。 

まず、臨時職員に係ります事業所負担分の社会保険料等４５０万円につきまし

ては、今年度の執行見込みによる減額でございます。 

次に、２つ目から米印を付しております３件でございますが、情報セキュリテ

ィ強化対策検討支援業務委託料７９９万２，０００円、施設外ネットワーク整備

業務委託料３０４万４，０００円及び施設内ネットワーク整備業務委託料１，８

９７万５，０００円につきましては、マイナンバー制度の施行を前に、多くの住

民情報を扱う自治体にとって改めて重大な警鐘となる事案が生じている現状を踏

まえて発出された総務大臣通知を受けて、本町においても、現在のネットワーク

環境及び庁内ＬＡＮ環境等の状況を踏まえて、インターネット系やＬＧＷＡＮ接

続系などの外部接続及び基幹系や内部事務系などについて一層強化を図るための
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措置及びこれらの監視等に係るコンサルティング業務について対応するための予

算の追加でございます。 

その次のコミュニティ助成事業助成金７４０万円につきましては、執行見込み

による減額でございます。 

次に、地域安全対策事業に係る土地取得費２２０万円につきましては、竜王警

察官駐在所の機能拡大に係る土地取得費の追加でございます。 

次に、ふるさと納税推進報償費３，５００万円につきましては、昨年１１月に

制度拡充いたしましたふるさと寄附制度について、本制度に基づく寄附金の今年

度の決算見込みによる２分の１の謝礼品に係る報償費の増額でございます。 

その次の既存地籍調査データ数値情報化業務委託料１２４万５，０００円につ

きましては、今年度の地積調査事業において予定していたところですが、これに

充当を予定しておりました国庫補助金における補助対象経費について、県との協

議に時間を要していることにより、今回全額を減額するものでございます。 

次に、個人番号関連委任事務負担金２１１万２，０００円でございますが、国

において、マイナンバーカードの国における交付想定枚数の増加に伴い追加補正

が行われたことを受けて、このうち本町に相当する分について、これを増額する

ものでございます。 

次の、自立支援給付費２，０００万円及び重度障害者地域包括支援事業費補助

金３６８万７，０００円につきましては、いずれも執行見込みによる増額及び減

額、次の国保特別会計（事業勘定）繰出金１，１３４万２，０００円につきまし

ては、国保保険基盤安定負担金の確定に伴う増額、次に、臨時福祉給付事業シス

テム開発業務委託料１８３万８，０００円、臨時福祉給付金３４８万６，０００

円、介護保険特別会計繰出金４１０万６，０００円、後期高齢者医療負担金６５

０万８，０００円及び低年齢児保育保育士等特別配置事業費補助金６００万円に

つきましては、いずれも今年度の執行見込みによるそれぞれ減額、その次の子ど

も・子育て支援システム改修業務委託料１２９万６，０００円につきましては、

保育料における第３子の利用者負担無料化等に係る国の制度改正に伴うシステム

改修費用の追加、次のページへまいりまして、過年度地域住民生活等緊急支援交

付金、地方創生先行型でございますが、返還金９２万４，０００円につきまして

は、執行見込みにより、平成２６年度国補正予算を受けた「りゅうおう子育て応

援団事業」に係る超過交付分の返還金の追加、次の保育所運営費２４９万円８，

０００円につきましては、人事院勧告に伴い、保育所公定価格に含まれる人件費
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分が増加することによる増額、次のワクチン接種委託料２８０万円、妊婦健診事

業委託料２３０万円及び合併処理浄化槽設置整備事業費補助金１０７万８，００

０円につきましては、それぞれ各業務の執行見込みによる減額、次の、農地集積

協力助成金４４２万２，０００円につきましては、本助成金の交付対象について、

このうち、水稲までを含めた一元管理を行った場合に該当する地域集積助成金に

おいて弓削が交付対象となったことを受けて、この交付見込みにより今回増額す

るものでございます。 

次の、担い手確保・経営強化支援事業補助金３，８２７万４，０００円につき

ましては、平成２７年度国補正予算において、人・農地プランに位置づけられた

担い手に対して、機械設備等の整備に係る事業費に対して補助金を交付する制度

が盛り込まれたことを受けて同補助金の追加、次の、土産土法ビジネス推進報償

費１８８万円及び環境保全型農業直接支払交付金６４７万８，０００円につきま

しては、執行見込みによる減額、次の農林公園施設管理事業の駐車場拡幅工事３

４０万円につきましては、当該工事の実施設計を受けて、係る工事請負費につい

て不足が見込まれることから、今回これを増額させていただくものでございます。 

その次の、多面的機能支払交付金５１１万３，０００円、有害鳥獣駆除防護柵

設置補助金２８４万４，０００円につきましては、県の交付決定及び国の補助単

価変更に伴うそれぞれ減額、次の、定住促進住宅新築・リフォーム助成事業助成

金２４０万円につきましては、執行見込みによる減額、その次の過年度地域住民

生活等緊急支援交付金、地域消費喚起型でございますが、返還金２万円及び過年

度地域住民生活等緊急支援交付金、地方創生先行型でございますが、返還金４９

万９，０００円につきましては、それぞれの執行見込みにより、平成２６年度国

補正予算を受けた「プレミアム商品券の交付等に係る事業」及び「子育て応援軽

自動車購入助成事業」に係る超過交付分の返還金の追加、次の、町道山面鏡西線

道路新設調査業務委託料１５９万６，０００円及びその１つ下の、町道道路改

良・舗装他工事１０３万４，０００円につきましては、国交付金の交付決定額及

び執行見込みに基づき、それぞれ減額するもの、次に、（仮称）町道殿山線道路

測量設計業務委託料１１５万円につきましては、今回当該事業に係る国交付金の

補助率変更を受けて、また当該補助事業費の効率的な執行のために、係る財源の

振りかえとあわせて、今般単独事業費を増額するものでございます。 

次の、下水道特別会計繰出金のうち、公共分に係る８４４万８，０００円、竜

王インター周辺地区整備費３億５，０４８万５，０００円、教育委員会事務局
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費・一般管理における臨時職員賃金４２０万円、小学校教育用コンピューター整

備に係る電子通信機器等借上料４７５万円につきましては、執行見込みによるそ

れぞれ減額でございます。 

その下の中学校における燃料費１０５万円の減額につきましても、今年度の執

行見込みによる減額でございます。 

次の、竜王幼稚園便所改修工事６５３万円及び償還金利子４００万円につきま

しても、事業完了及び執行見込みによるそれぞれ減額でございます。 

続きまして、未来につなぐふるさと交竜基金積立金７，０００万円につきまし

ても、昨年１１月の制度拡充を受けて、本制度に基づく寄附金の今年度の決算見

込みを受けた同積立金の増額、次の、再生可能エネルギー等導入促進基金積立金

１０５万４，０００円につきましては、平成２５年度において中学校体育館屋根

に設置いたしました太陽光パネル等の設備によって生産された電気の活用により、

同中学校の電気代の実質軽減分に相当する金額について、これを積み立てるため、

今回増額するものでございます。 

次の、中学校施設災害復旧事業につきましては、こちらも執行見込みによる７

７７万９，０００円の減額、次の人件費補正につきましては、人事院勧告に基づ

く増額、退職手当組合の積立金不足額に係る増額及び本年度の執行見込みによる

各科目における増額及び減額を踏まえた、総額１，９２０万５，０００円の増額

でございます。 

次に、繰越明許費でございますが、おのおの事業の遅延等によりまして、情報

系システム開発・管理事業が８１万円、情報セキュリティ強化対策事業が３，０

０１万１，０００円、地域安全対策事業が２２０万２，０００円、第五次総合計

画策定事業が５９万９，０００円、篠原駅周辺都市基盤整備事業が３６１万４，

０００円、住民基本台帳ネットワークシステム整備事業が３６１万７，０００円、

障害者施設整備等事業が７２０万円、子ども・子育て支援事業が１２９万６，０

００円、経営体育成支援事業が３，８２７万４，０００円、農林公園施設管理事

業が２，３４０万円、道路橋梁整備事業が１，０９０万円、竜王インター周辺地

区整備事業が８，５５６万円、企業立地促進事業が３０万円について、それぞれ

地方自治法第２１３条第１項の規定により繰越明許措置をお願いし、平成２８年

度に繰り越して事業を執行させていただくものでございます。 

また、次の地方債補正につきましては、そのほとんどが先ほど歳入補正予算に

おいて概要を申し上げましたとおり、各事業についてそれぞれ財源振替を含めた
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増額及び減額、また地方道路等整備事業３０万円及び消防防災施設整備事業債１

０万円につきましても、充当対象事業の減額に伴う減額でございます。 

以上、まことに簡単ございますが、議第１８号、平成２７年度竜王町一般会計

補正予算（第６号）の概要を申し上げ説明といたします。どうぞよろしくお願い

申し上げます。 

○議長（小森重剛） この際、申し上げます。ここで午後３時２５分まで暫時休憩

いたします。 

休憩 午後３時０９分 

再開 午後３時２５分 

○議長（小森重剛） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

引き続き提案理由の説明を求めます。 

竹山町長。 

○町長（竹山秀雄） 次に、議第２５号から議第３３号までの９議案につきまして

提案理由を申し上げます。 

議第２５号、平成２８年度竜王町一般会計予算につきましては、一般会計予算

の総額は、歳入歳出総額それぞれ６２億４，１００万円と定めるものでございま

す。前年度当初予算と比較いたしますと、総額で１億３，４００万円の増加、率

にして２．２％の増となるものでございます。 

平成２８年度予算に係ります基本的な方針等は、先ほど述べました行政執行方

針のとおりでございますが、新規事業など主な内容につきまして第五次竜王町総

合計画における基本理念に基づいて申し上げますと、まず、「豊かな自然と歴史

を誇れるまちづくり」といたしましては、昨年度に引き続き、農業や農村の多面

的機能の発揮のため、地域活動等に対する支援として多面的機能支払交付金事業

について、また、農業水利施設の整備として実施される県営日野川土地改良事業

に係ります相応の負担をしてまいります。 

次に、「みんなが安心して暮らせるまちづくり」といたしましては、子どもを

守る地域ネットワーク機能強化事業、子育て支援としての利用者支援事業、放課

後児童支援員等処遇改善等事業、重度心身障害者支援施設等の整備に係る負担金

及び補助、保育所運営に係る負担金、墓地緑化等環境整備モデル事業、水防施設

の整備に向けた防災基盤整備事業などを実施いたしてまいります。 

次に、「チャンスを活かすたくましいまちづくり」といたしましては、新たな

取り組みとして、畜産の生産基盤の確保及び国際競争力強化のための畜産競争力
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強化対策整備事業、定住促進のため住宅新築・リフォーム助成事業、子育て応援

軽自動車購入助成事業の実施、さらに町有地等の住宅地整備等についての可能性

を探るための定住化促進事業、また、地域おこし協力隊事業、農林公園施設にお

ける駐車場トイレ設置工事、滋賀竜王工業団地の整備に係る事業を実施したいと

考えております。 

次に、「町民と行政の協働により築くオリジナルのまちづくり」といたしまし

ては、第五次総合計画後期計画及び総合戦略がスタートすることを踏まえて、取

り組み周知及び推進を図るための第五次総合計画推進事業及び総合戦略推進事業、

住民と行政がともに住みよいまちを築く取り組みとなる自発的な活動を促進する

ような、まちづくりに資する活動を行う団体等に対して補助金を交付するまちづ

くり活動支援事業、昨年度に引き続き妹背の里施設の屋根修繕、また、スーセ

ー・マリー市中学生交流受入事業等を実施いたしてまいります。 

なお、引き続き第五次竜王町総合計画を基礎としながら、今年度中に策定する

総合戦略等における人口減少及び地域活性化等に係る課題を乗り越えた上で、竜

王町が目指すまちづくりの実現に向けて町行政が一丸となり、着実に各施策を進

めさせていただくとともに、議員各位の格別の御理解と御協力を賜りながら、鋭

意取り組んでまいりたいと存じます。 

次に、議第２６号、平成２８年度竜王町国民健康保険事業特別会計（事業勘

定）予算につきましては、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ１２億９，

０３０万円と定めるものでございます。前年度当初予算と比較いたしますと７０

万円の減額、率にしますと０.１％の減となるものでございます。 

主な内容といたしましては、歳出では、保険給付費が前年度に比べて２１０万

５，０００円の減額、率にして０．３％の減、内訳として、療養諸費が１８９万

５，０００円の減額、高額療養費が７８万円の増額、葬祭諸費が１５万円、出産

育児諸費が８４万円のそれぞれ減額でございます。後期高齢者支援金等につきま

しては、平成２６年度精算金により９８２万円の減額、介護納付金につきまして

は、第２号被保険者数の減少により２，１３８万円の減額、共同事業拠出金につ

きましては、平成２７年度から医療費の下限が１円に変更されたこと及び過去３

カ年の平均医療費の算定により、３，０２３万円の増額としております。 

また、保健事業費につきましては、特定健診及び若年健診の受診率見込みによ

り２０７万１，０００円の増額でございます。 

歳入につきましては、歳出に対して国庫支出金、県支出金、療養給付費等交付
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金、共同事業交付金及び前期高齢者交付金を、ルールに従いそれぞれ見込ませて

いただいております。つきましては、適正に事務処理を行い、歳出に見合う税率

となるよう改正を慎重に検討しつつ、財政調整基金より繰り入れを行いながら安

定した財政運営を図るとともに、税の公平性の観点からも、引き続き未納対策に

も努めてまいります。 

次に、議第２７号、平成２８年度竜王町国民健康保険事業特別会計（施設勘

定）予算につきましては、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ医科１，１

３０万円及び歯科５，１５０万円と定めるものでございます。 

前年度当初予算と比較いたしますと、医科につきましては３１０万円の増額、

率にして３７．８％の増となり、歯科につきましては１０万円の増額、率にして

０．２％の増となるものでございます。 

医科につきましては、平成２８年度より新たに２年間、指定管理者制度による

管理運営を行い、地域医療の充実を図ってまいります。 

歯科につきましては、これまでどおり歯科保健センターを中心に予防啓発に努

め、外来診療を中心に、早期予防並びに早期治療に取り組んでまいります。また、

健康推進並びに福祉部門と連携し、保健事業や介護予防事業にも積極的に取り組

んでまいりたいと考えております。 

次に、議第２８号、平成２８年度竜王町学校給食事業特別会計予算につきまし

ては、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ５，９４０万円と定めるもので

ございます。前年度当初予算と比較いたしますと１５０万円の減額で、率にしま

すと２．５％の減としております。 

歳入といたしましては、給食負担金が５，９２９万６，０００円、繰越金が１

０万円、諸収入として、預金利子と消費税還付金で４，０００円を計上いたして

おります。 

歳出といたしましては、給食に係る資材費等でございます。 

次に、議第２９号、平成２８年度竜王町下水道事業特別会計予算につきまして

は、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ６億６，９００万円と定めるもの

でございます。前年度当初予算と比較いたしますと、１,１６０万円の減額、率

にして１．７％の減となるものでございます。 

農業集落排水事業につきましては、２地区２処理施設のさらなる効率的な維持

管理と、事業運営に努めてまいりたいと考えております。 

一方、公共下水道事業につきましては、面整備の完了いたしました地区ごとに
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供用開始を行い、施設の維持管理に努めているところでございますが、皆様方の

御理解、御協力をいただきまして、さらなる水洗化の促進に努めてまいりたいと

考えております。 

また、平成２７年度の工事をもっておおむね面整備が完了し、維持管理の時代

へ移ってきていることから、現在の資産把握を行うこととあわせまして、平成２

９年度からの地方公営企業法適用に向けた例規整備、会計システムの構築の取り

組みを進めてまいりたいと考えております。 

次に、議第３０号、平成２８年度竜王町介護保険特別会計予算につきましては、

歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ８億５，３８０万円と定めるものでご

ざいます。前年度の当初予算と比較しますと、８０万円の増額で、率にして０．

１％の増となります。 

歳出の保険給付費につきましては、要介護認定を受けられた方の介護サービス

等諸費や、要支援認定を受けられた方の介護予防サービス等諸費、住民税非課税

等の低所得者の方の施設利用に対する補足的給付として、特定入所者介護サービ

ス等費で１，６８５万円の減でございます。 

地域支援事業費につきましては、介護予防・生活支援サービス事業費、一般介

護予防事業費、包括的支援事業・任意事業費により、地域支援事業費全体として、

１，６３５万２，０００円の増でございます。 

保険給付費、地域支援事業費の増減要因としては、主には、地域密着型介護サ

ービス給付費の減、また、平成２８年度から介護予防・日常生活支援総合事業、

いわゆる新しい総合事業を実施することから、要支援１、要支援２の方が利用さ

れていた介護予防通所介護、介護予防訪問介護が、保険給付費から地域支援事業

費へ振りかえられたことによるものです。 

歳入につきましては、介護保険料が２億５５２万２，０００円で、前年度に比

べ１，４３４万円の増と見込んでおります。その他国庫支出金、支払基金交付金、

県支出金、繰入金につきましては、保険給付費や地域支援事業費の費用負担のル

ールに基づき、収入額を見込んでおります。 

今後とも、介護保険制度を持続可能なものとし、適正な介護サービスが受けら

れるよう健全な財政運営を行い、地域で安心して暮らすことのできるまちづくり

を目指してまいりたいと考えております。 

次に、議第３１号、平成２８年度竜王町後期高齢者医療特別会計予算につきま

しては、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ９，３８０万円と定めるもの
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でございます。前年度当初予算と比較いたしますと、４２０万円の増、率にして

４．７％の増となるものでございます。 

歳入の主な内容につきましては、後期高齢者保険料は６，６３９万８，０００

円で、前年度と比べて３３６万７，０００円の増額でございます。繰入金は２，

７１９万４，０００円で、前年度と比べて８３万３，０００円の増額でございま

す。これは、事務費に係る分及び保険料軽減に係るルール分でございます。諸収

入は２０万５，０００円で、前年度と同額でございます。 

次に歳出の主な内容につきましては、総務費は１２４万３，０００円で前年度

と比べて１８万２，０００円の増額でございます。後期高齢者医療広域連合納付

金は、９，２３５万６，０００円で前年度と比べて４０１万８，０００円の増額

でございます。これは、後期高齢者医療の被保険者が納めた保険料等を、滋賀県

後期高齢者医療広域連合へ納付するものでございます。諸支出金は、２０万１，

０００円で前年度と同額でございます。 

次に、議第３２号、平成２８年度竜王町水道事業会計予算につきましては、収

益的収入の予定額を３億６，６０６万３，０００円及び収益的支出の予定額を３

億６，６０５万４，０００円、資本的収入の予定額を１億４，０８０万円及び資

本的支出の予定額を２億８，５１０万５，０００円と定めるものでございます。 

水道事業につきましては、ライフラインの基盤整備として、今日的な課題であ

る管路施設の耐震化について、年次計画による改良を進め、安全で安心な水道水

の供給ができるよう一層の努力を行います。あわせて、経営の健全化と、施設の

効率的な維持管理に努め、さらに公営企業としての経済性を発揮するよう、一層

の努力をいたすものでございます。 

続きまして、議第３３号、町道路線の認定についてにつきましては、交通の利

便性を図るべく、町道認定をお願いするものでございます。 

町道殿山線については、主要地方道彦根八日市甲西線と町道山之上エビス線を

結ぶ路線として、交通の利便性及び隣接する土地の有効利用が図れますことから、

町道殿山線として新規の認定をお願いするものでございます。 

以上をもちまして、議第３号から議第３３号までの３１議案につきまして説明

を申し上げたところでございますが、議第２５号、議第２６号、議第２７号、議

第２９号、議第３０号及び議第３２号の詳細につきまして、順次各担当課長より

説明させますので、よろしく御審議を賜り、御承認をいただきますようお願い申

し上げ、提案理由とさせていただきます。 
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○議長（小森重剛） 奥総務課長。 

○総務課長（奥 浩市） ただいま、町長から議第２５号、平成２８年度竜王町一

般会計予算について提案理由の説明があったわけでございますが、さらにその内

容について、お手元に配付いたしております提出議案説明資料に基づき御説明申

し上げます。 

まず、１３３ページをごらんいただきたいと思います。 

歳入予算の状況でございますが、町税が２８億７，０９３万３，０００円で、

前年度に比べまして２億４，４０６万円の減、率にして７.８％の減と見込んで

おります。これは、固定資産税について町内企業の動向等を踏まえつつ、償却資

産の一部回復により９９７万円の増、町たばこ税について１，０００万円の増と

する一方で、個人町民税について２２３万円の減、法人町民税につきましても、

国の税制改正、町内企業の業績回復が短期的には見込みにくい状況等から、２億

６，６７９万円の減としたことによるものでございます。 

地方譲与税につきましては、総務省推計値及び直近数年間の歳入傾向を踏まえ、

２００万円の減と見込んでおります。また、同様の理由により、県税交付金につ

きましては１００万円の増と見込んでおります。 

地方特例交付金につきましては、昨年度と同額の６００万円としております。 

地方交付税につきましては、平成２７年度に引き続いて２年連続で普通交付税

が交付となる見込みとなることから、特別交付税を含めた地方交付税総額としま

しては、１億３，２００万円の増、率にして６６０．０％の増としております。 

分担金及び負担金については７，７３８万７，０００円とし、前年度に比べて

３６６万９，０００円の増、率にして５．０％の増としております。 

使用料及び手数料につきましては３，１３８万９，０００円とし、前年度に比

べ２０１万６，０００円の減、率にして６．０％の減としております｡ 

国庫支出金につきましては、滋賀竜王工業団地造成に係る事業費に対する社会

資本整備総合交付金の増加及び平成２７年度国補正予算にて計上された新たな給

付金を含めた臨時福祉給付金の増加等により７億５，７２２万８，０００円とし、

前年度に比べて１億２，５９１万４，０００円の増、率にして１９．９％の増と

しております。 

県支出金については、畜産競争力強化対策整備事業費に対する補助金が皆増等

となることから５億４，４１１万４，０００円とし、前年度に比べまして１億４，

６７５万３，０００円の増、率にして３６．９％の増としております。 
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繰入金につきましては、平成２７年度において拡充いたしました竜王町未来に

つなぐふるさと交竜寄附制度を受けまして、寄附の際に伺った御意向に沿った各

行政分野に対して充当するため、同基金からの繰り入れ５，０００万円を、また、

不足する一般財源に充てるため、財政調整基金からの繰り入れ２億５，７１４万

５，０００円を、教育厚生施設等基金から１，１５０万円を繰り入れる等、繰入

金総額といたしまして３億２，７８４万５，０００円、３２．２％の減としてお

ります。 

諸収入につきましては、滋賀竜王工業団地整備に係る事業分の減額等により、

前年度に比べ２０．５％の減、総額で６億２，９７１万２，０００円を計上して

おります。 

町債につきましては、３億５，８２０万円を計上しておりまして、前年度に比

べ２億２，１００万円、率にして１６１．１％の増となっております。これは、

普通交付税の交付を見込むことに伴う臨時財政対策債等によるものでございます。 

次に、１４９ページをごらんいただきたいと思います。 

主な事業等を、第五次竜王町総合計画の基本理念に基づく分類ごとに申し上げ

ますと、まず、「豊かな自然と歴史を誇れるまちづくり」でございますが、農

業・農村の多面的機能の発揮のための地域活動等に対する支援を行う多面的機能

支払交付金事業が５，１５１万３，０００円、田んぼの学校推進事業が１８万円、

農業水利施設の整備に係る県営日野川土地改良事業が５６０万円などでございま

す。 

次に、「みんなが安心して暮らせるまちづくり」でございますが、消費者行政

推進対策費が１６９万８，０００円、１５０ページにまいりまして、子どもを守

る地域ネットワーク機能強化事業が３９８万９，０００円、子育て支援としての

利用者支援事業が４０５万８，０００円、放課後児童支援員等処遇改善等事業が

３０７万８，０００円、重度心身障害者支援施設の整備に係る負担金及びやまび

こ福祉会による施設整備補助を含めた障害者施設整備等事業が１，２９５万３，

０００円、保育所運営に係る負担金として、保育所運営費が２億２，１４４万７，

０００円、墓地緑化等環境整備モデル事業が１，１９５万円、水防施設の整備に

向けた防災基盤整備事業が６６５万２，０００円、国民健康保険事業特別会計の

事業勘定への繰出金７，０４０万３，０００円、後期高齢者医療費１億４，８７

９万３，０００円等を計上しております。 

次に、「チャンスを活かすたくましいまちづくり」でございますが、ふるさと
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納税推進費が４，０９８万２，０００円、畜産の生産基盤の確保及び国際競争力

強化のための畜産競争力強化対策整備事業が１億２，１９５万３，０００円、子

育て応援軽自動車購入助成事業が１１０万円、１５１ページにまいりまして、地

域の活性化に意欲のある都市住民を受け入れ、観光振興等を創造するとともに、

定住・定着を図るための地域おこし協力隊事業８１４万１，０００円、定住促進

住宅新築・リフォーム助成事業が１，０００万円、農林公園施設における駐車場

トイレ設置に係る工事費等を含めた農林公園施設管理事業が３，８６５万７，０

００円、竜王インター周辺地区整備費が８億１，３９０万円、定住化促進事業が

５６３万３，０００円などでございます。 

次に、「町民と行政の協働により築くオリジナルのまちづくり」でございます

が、第五次総合計画推進事業及び総合戦略推進事業が２２万８，０００円、まち

づくり活動支援事業が８０万円、妹背の里施設の屋根修繕工事を含む妹背の里管

理運営事業が４，２０５万２，０００円、スーセー・マリー市中学生交流受入事

業が１０１万７，０００円、学校支援地域本部事業が２１２万６，０００円など

でございます。 

次に、「その他」といたしまして、町長選挙費が７８０万円、参議院議員選挙

費が７８０万円、人事考課制度運用事業１４０万９，０００円、議員研修事業が

１１１万３，０００円、固定資産評価替調査事業が１，１８１万５，０００円な

どでございます。 

続きまして、議案書１２３ページをごらんいただきたいと思います。 

第２表、債務負担行為につきましては、地域福祉計画策定業務が３７３万７，

０００円、高齢者保健福祉計画策定業務が３７８万円、健康いきいき竜王２１プ

ラン策定業務が２５３万円、八日市布引ライフ組合（斎苑）負担金、施設整備負

担金でございますが、平成３１年度までにおいて１億８，４００万円、小規模企

業者小口簡易資金に係る保証債務について、平成２８年度から平成４０年度まで

の間において１１５万２，０００円の範囲内における損失補償、さらに、竜王イ

ンター周辺地区整備事業として、平成２９年度分となる２，２００万円、消防団

員用制服等整備業務１５０万円につきまして、それぞれ限度額の設定をお願いす

るものであります。 

次に、１２４ページの第３表、地方債につきましては、社会福祉施設整備事業

が５８０万円、八日市布引ライフ組合に係る布引斎苑施設整備事業が１３０万円、

農林公園施設に係る社会資本整備事業が１，１００万円、防災安全に係る社会資
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本整備事業が２，２８０万円、地方道路等整備事業が３６０万円、消防防災設備

整備事業が９０万円、防災対策事業が４８０万円、臨時財政対策債が３億８００

万円につきまして、それぞれ限度額の設定をお願いするものでございます。 

また、ページ戻りまして１１６ページの第４条地方自治法第２３５条の３第２

項の規定による一時借入金の借入限度額につきまして、その上限を２０億円とし

て定めるものでございます。 

以上、まことに簡単ではございますが、議第２５号、平成２８年度竜王町一般

会計予算の概要を申し上げ、説明とさせていただきます。どうぞよろしくお願い

申し上げます。 

○議長（小森重剛） 知禿住民課長。 

○住民課長（知禿雅仁） 続きまして、議第２６号、平成２８年度竜王町国民健康

保険事業特別会計（事業勘定）予算につきまして、その内容を御説明申し上げま

す。お手元の特別会計の歳入歳出予算に関する説明書、３ページからごらんいた

だきたいと思います。 

歳入ですが、ページめくっていただきまして国民健康保険税は２億５，６３３

万７，０００円で、前年度と比較いたしますと３０５万１，０００円の減額とな

ります。 

国庫支出金については、療養給付費等負担金として、歳出の保険給付費等から

福祉医療の波及増分を減額された額、老人保健拠出金、後期高齢者支援金、介護

納付金のそれぞれおよそ３２％を見込んでおり、１億４，３８７万円を計上して

おります。保険給付費の支出見込みにより、前年度と比べて３，７６０万８，０

００円の減額でございます。 

高額医療費共同事業負担金は、８０万円以上の高額な医療費に対して、県内各

市町があらかじめ負担しておいた拠出金を財源として費用負担を調整する制度で

すが、その拠出金の国の負担分の４分の１を見込んでおり、８３８万円を計上し

ております。これは、県についても同額の負担がございます。平成２０年度から

各医療保険者へ特定健康診査が義務づけられました。その費用の国の負担分は、

１１０万５，０００円を計上しております。こちらも県において同額の負担がご

ざいます。 

５ページの財政調整交付金につきましては、市町村間の財政不均衡を是正する

ものですが、保険給付費の支出見込みにより４，３５０万９，０００円で、前年

度と比べて９５４万円の減額でございます。 
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次に、療養給付費等交付金は７，３０８万円で、前年度と比べて１，４８９万

５，０００円の減額でございます。これは、社会保険診療報酬支払基金から退職

者医療費の費用として支払われるものでございます。退職被保険者制度は、制度

の廃止の方針により新規の適用ができないことから、年々退職被保険者数が減少

するため、大幅な減額となるものでございます。 

次に、前期高齢者交付金は、３億７，３８１万７，０００円で、前年度と比べ

て１億２９５万円の増額でございます。これは、６５歳から７４歳までの医療費

について、国民健康保険と被用者保険での医療費負担の不均衡を各保険者の加入

数に応じ調整する仕組みであり、社会保険診療報酬支払基金が行われます。 

６ページの県支出金につきましては、県の補助事業として実施する福祉医療の

波及分での国庫補助の減額分を補填するもので、保険給付対策費補助金として、

昨年度と同額の１０７万３，０００円を計上しております。 

財政調整交付金は、５，２１７万１，０００円で、前年度と比較しますと１，

２６３万９，０００円の減額でございます。 

次に、高額医療費共同事業負担金は、国庫支出金と同様に、拠出金の４分の１

を見込んでおります。特定健康診査等負担金も国庫支出金と同様に、県の負担分

として見込んでおります。 

７ページの共同事業交付金及び保険財政共同安定化事業交付金につきましては、

２億４，８４７万円を計上しております。これは、高額な医療費となった場合に、

県内各市町があらかじめ負担しておいた拠出金を財源として費用負担を調整する

制度で、前年度と比べて７１４万円の減額でございます。 

次に、一般会計繰入金は７，０４０万３，０００円で、保険基盤安定の拡充な

どにより、前年度と比べて１，３３８万９，０００円の増額でございます。 

８ページの繰越金につきましては６５８万４，０００円で、前年度と比べて５

９万７，０００円の減額でございます。 

８ページから１０ページの諸収入につきましては１９２万円で、前年度と比べ

て１３万３，０００円の増額でございます。 

次に、歳出でございます。 

１１ページをごらんください。 

総務管理費につきましては、４８２万２，０００円を計上しております。内容

といたしましては、被保険者証の印刷発行、国保連合会電算レセプト処理手数料、

国保連合会負担金、一般事務経費などで、前年度と比べて３，０００円の減額で
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ございます。 

１２ページをごらんください。 

徴税費につきましては１３７万５，０００円、運営協議会費につきましては２

６万１，０００円でございます。 

次に、国保の本体部分であります保険給付費でございます。 

一般被保険者療養給付費につきましては、６億３，８３１万円を計上しており

ます。これは、就学前までの方は８割、就学後から７０歳未満の方は７割、７０

歳から７５歳までの方は８割の現物給付でございます。前年度と比べて１，３１

３万円の増額でございます。 

退職被保険者等療養給付費につきましては、５，２７４万円を計上しておりま

す。被保険者数の減少により、前年度と比べて１，４２２万円の減額でございま

す。 

一般被保険者療養費につきましては７１８万円、退職被保険者等療養費につき

ましては７６万円、審査支払手数料につきましては２１３万円でございます。 

高額療養費につきましては、一般被保険者高額療養費は７，７１７万円で、前

年度と比べて４８２万円の増額、退職被保険者等高額療養費は７４０万円で、前

年度と比べて４０４万円の減額でございます。 

一般被保険者高額介護合算療養費及び退職被保険者等高額介護合算療養費につ

きましては、前年と同額でございます。 

葬祭諸費につきましては９０万円で、前年度と比べて１５万円の減額でござい

ます。 

移送費につきましては、前年と同額でございます。 

出産育児諸費につきましては４２０万円で、前年度と比べて８４万円の減額で

ございます。 

１５ページの後期高齢者支援金等につきましては１億３，９４０万円で、前年

度と比べて９８２万円の減額でございます。これは、各保険者が後期高齢者の医

療費のうち、患者負担分以外の部分の１０分の４を支援するものであり、社会保

険診療報酬支払基金の取りまとめとなります。 

前期高齢者納付金等は、歳入でもありました前期高齢者交付金の逆で、６５歳

から７４歳までの医療費について、国民健康保険と被用者保険での医療費負担の

不均衡を各保険者の加入数に応じ調整する仕組みであり、竜王町国保としての負

担金が１９万円で、前年度と比べて１万５，０００円の減額でございます。 
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１６ページの介護納付金につきましては４，５５１万円で、前年度と比べて２，

１３８万円の減額でございます。これは、国民健康保険税の介護納付金分と国県

支出金などを合わせて社会保険診療報酬支払基金へ納付するものです。 

次に、共同事業拠出金の高額医療費共同事業拠出金につきましては３，３５２

万円で、これは、８０万円以上の高額な医療費に対して、県内各市町があらかじ

め負担しておいた拠出金を財源として、費用負担を調整する制度でございます。

ただし、財源の一部として、国及び県が４分の１ずつ負担しているものです。 

また、保険財政共同安定化事業拠出金は２億３，９２４万円で、これは、１円

以上８０万円未満の医療費が対象となり、県内市町の拠出金を財源として支給さ

れる制度でございます。 

次の、保健事業費につきましては、国保の保険者として、４０歳以上の被保険

者について特定健康診査等の実施が義務づけされましたことで、特定健康診査等

実施計画により健診受診率向上に努めるとともに、国保若年層の健康診査につい

ても実施してまいりますことから、特定健康診査等事業費は１，８７０万２，０

００円、１８ページの保健衛生普及費につきましては、６６３万３，０００円で

ございます。 

１９ページの基金積立金は、９万５，０００円で、財政調整基金の利息分でご

ざいます。 

諸支出金の償還金及び還付加算金は前年と同額、繰出金は、歳入で国から収入

しました特別調整交付金を施設勘定（歯科・医科）予算へ繰り出すもので、３０

４万４，０００円でございます。 

今後も、保健センターとともに、国保被保険者の健康づくりや保健事業の推進

及び情報提供など健康づくりの支援をさせていただき、もって、健康寿命の伸展

と医療費の適正化に努め、国保財政健全運営にさらに努めたいと考えております。 

以上、まことに簡単ではございますが、議第２６号、平成２８年度竜王町国民

健康保険事業特別会計（事業勘定）予算の概要を申し上げ、説明とさせていただ

きます。 

○住民課長（知禿雅仁） 続きまして、議第２７号、平成２８年度竜王町国民健康

保険事業特別会計（施設勘定）予算につきまして、その内容を御説明申し上げま

す。 

特別会計の歳入歳出予算に関する説明書２７ページをごらんいただきたいと思

います。 
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医科につきましては、新たに指定管理者制度により、管理運営を医療法人社団

弓削メディカルクリニックにお願いすることから、診療収入は過年度分のみの計

上でございます。 

２８ページの財産収入につきましては４３万６，０００円で、財政調整基金の

利息と保険調剤薬局への普通財産の貸し付けによるものでございます。 

事業勘定繰入金につきましては、診療施設整備に対する調整交付金１０４万４，

０００円の繰入金でございます。 

財政調整基金繰入金につきましては、平成２８年度の指定管理料と施設整備に

支払うための費用として、９７１万円を計上しております。 

歳出でございますが、３０ページに、診療施設の運営維持管理としまして、総

務費は７４３万２，０００円を計上しております。内訳として、７００万円が指

定管理料でございます。診療所医療用機械器具としまして、レントゲン機器の更

新整備のための備品購入費として、３２３万２，０００円を計上しております。 

３１ページの基金積立金は１２万１，０００円で、財政調整基金の利息分でご

ざいます。 

医科診療所では、今年度も指定管理者制度を活用し、民間の医療機関のお力を

お借りしまして、さらに地域住民の健康保持増進と疾病予防、早期発見、早期治

療に努めるとともに、保健、福祉、医療の連携を図りながら、地域に根差した安

定した医療・保健事業に努めてまいります。 

次に、歯科でございますが、３５ページの外来収入は、診療所運営の主要な収

入としまして４，１５９万７，０００円を計上し、３６ページの介護サービス収

入につきましては、１００万２，０００円を計上しております。 

事業勘定繰入金の２００万円は、歯科保健センター運営に対する国庫補助２０

０万円の繰入金でございます。 

一般会計繰入金につきましては、前年度と同額の５００万円でございます。 

歳出でございますが、３９ページから４３ページにかけて、総務費としまして、

歯科診療所の施設管理費及び町民皆様の歯科保健を担っております歯科保健セン

ターの管理費として、４，３２３万６，０００円を計上しております。 

次の医業費につきましては、７９３万８，０００円を計上しております。 

基金積立金につきましては２万５，０００円で、財政調整基金の利子分でござ

います。 

本年度も、むし歯予防に効果が見られるフッ素塗布・フッ素洗口を継続し、
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「８０歳になっても２０本の健康な自分の歯を」という「８０２０運動」を目標

に、保健センター、町内の歯科医院、医科診療所並びに医療機関、地域等との連

携を図りながら、乳幼児から高齢者までを対象に、健康づくりは「健康な歯か

ら」「治療より予防」を合い言葉に、診療業務とあわせて各ライフステージに合

った歯科保健事業に努めてまいります。また、在宅医療や糖尿病ケアにおいて医

科と歯科の連携は大変重要であり、圏域連携も視野におきながら、事業推進に取

り組んでまいります。 

以上、まことに簡単ではございますが、議第２７号、平成２８年度竜王町国民

健康保険事業特別会計（施設勘定）予算の概要を申し上げ、説明とさせていただ

きます。 

○議長（小森重剛） 徳谷上下水道課長。 

○上下水道課長（徳谷則一） 続きまして、議第２９号、平成２８年度竜王町下水

道事業特別会計予算につきまして、その内容を御説明申し上げます。 

議案書につきましては１３８ページを、竜王町特別会計の歳入歳出予算に関す

る説明書につきましては、６１ページをごらんください。 

歳入歳出の予算の総額を、歳入歳出それぞれ６億６，９００万円と定めるもの

でございます。前年度と比較しますと、１，１６０万円の減額となるものでござ

います。 

歳入の関係でございますが、６３ページのその主な収入といたしましては、分

担金及び負担金として１６５万７，０００円、これは、平成２８年度で新たに供

用開始を行う地区の受益者分担金等でございます。 

次に、農業集落排水及び公共下水道の使用料といたしまして、１億７，６２７

万６，０００円を計上させていただいております。その内容としましては、農業

集落排水が８３５万６，０００円と、公共下水道が１億６，７９２万円でありま

す。 

次に、６４ページの国庫補助金として、２００万円を計上させていただいてお

ります。前年度比較では、８５０万円の減額でございます。 

次に、６５ページの繰入金でございますが、一般会計からの繰入金２億８，８

８４万６，０００円を計上させていただいております。その内容としまして、農

業集落排水事業分として１，６７３万４，０００円、公共下水道事業分２億７，

２１１万２，０００円として繰り入れをお願いするもので、前年度比較では、１，

４４２万１，０００円の減額でございます。 
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次に、６６ページの町債でありますが、１億９，９７０万円を計上させていた

だいております。その内容といたしましては、特定環境保全公共下水道事業債１

億５，９４０万円と、琵琶湖流域下水道事業債３，８８０万円と、農業集落排水

事業債１５０万円であります。前年度比較では９７０万円の増額となるもので、

これは、償還元金の増加による資本費平準化債の増額及び公営企業会計適用債の

増額、特定環境保全公共下水道事業債の減額に伴うものでございます。 

次に、６７ページの歳出の関係でございますが、その主な支出といたしまして

は、農業集落排水事業の一般管理費及び施設管理費といたしまして、１，７５７

万４，０００円を計上させていただいております。前年度比較では、９５万１，

０００円の増額となります。 

農業集落排水事業の内容といたしましては、電気代が２２６万２，０００円、

施設修繕費が４８８万円、農村下水道使用料等関連業務、農村公共下水道公営企

業法適化支援業務及び処理場等の管理委託料１，０１４万８，０００円でござい

ます。 

次に、６８ページから７０ページにかけましての公共下水道事業費の一般管理

費及び施設管理費といたしましては、１億４，１１８万９，０００円を計上させ

ていただいております。前年度比較では、１，６３４万１，０００円の増額とな

るものでございます。これは、公共下水道公営企業法適化支援業務の増額及び雨

天時浸入水対策調査業務によるものです。 

公共下水道事業の内容といたしましては、人件費１，４５６万２，０００円、

電気代２０４万５，０００円、施設修繕費２３８万９，０００円、公共下水道使

用料等関連業務、公共下水道公営企業法適化支援業務及び企業会計システム導入

業務、雨天時浸入水対策調査業務、流域投入点等水質調査及び施設の維持管理業

務委託料３，６６３万８，０００円、また、県に支払います流域下水道維持管理

負担金６，９４４万９，０００円、公課費１，３４０万円でございます。 

次に、７１ページの公共下水道管渠築造費といたしまして、３，５１３万４，

０００円を計上させていただいております。前年度比較としましては、２，３７

６万４，０００円の減額となるものです。その内容としましては、人件費が５３

３万２，０００円、工事請負費といたしまして５００万円で、大丸企業団地の舗

装本復旧工事及びマンホール蓋取替工事を予定しております。また、県に支払い

ます流域下水道事業建設負担金２，３８５万８，０００円でございます。 

次に、７２ページの公債費でございますが、４億７，４６０万３，０００円を
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計上させていただいております。前年度比較では、５１２万８，０００円の減額

となるものです。これは、償還金利子の減額によるものでございます。その内容

としましては、農業集落排水事業債・公共下水道事業債・流域下水道事業債の元

金償還金が３億６，５９６万５，０００円と、同利子償還金が１億８３３万８，

０００円、一時借入金利子が３０万円であります。 

次に、議案書の１３８ページ、第２条の地方債の関係でございますが、１４２

ページの第２表に地方債の限度額といたしまして、１億９，９７０万円の予定を

しているものでございます。 

次に、第３条の一時借入金の最高額を５億円と定めているものでございます。 

以上、まことに簡単ではございますが、議第２９号、平成２８年度竜王町下水

道事業特別会計予算の概要を申し上げ、説明とさせていただきます。 

○議長（小森重剛） 嶋林福祉課長。 

○福祉課長（嶋林さちこ） 続きまして、議第３０号、平成２８年度竜王町介護保

険特別会計予算につきまして、その内容を御説明申し上げます。 

お手元配付の、特別会計の歳入歳出予算に関する説明書の８３ページをごらん

いただきたいと思います。 

保険料でございますが、６５歳以上の第１号被保険者保険料で、日本年金機構

などで年金から徴収されます特別徴収保険料や普通徴収保険料で、２億５５２万

２，０００円で、前年度に比べ１４３万４，０００円の増となっております。 

国庫支出金につきましては、介護給付費負担金が１億４，５５７万７，０００

円、ページをめくっていただきまして、８４ページ調整交付金が２，４３１万円、

地域支援事業交付金の介護予防事業が４８５万８，０００円、包括的支援事業・

任意事業が８８９万１，０００円のそれぞれルール分を計上しております。 

支払基金交付金は、第２号被保険者の保険料を原資に、介護給付費交付金が２

億２，２５２万７，０００円、地域支援事業支援交付金が５４４万１，０００円

を計上しております。 

県支出金は、介護給付費負担金が１億１，２７１万１，０００円、地域支援事

業交付金の介護予防事業が２４２万９，０００円、包括的支援事業・任意事業が

４４４万５，０００円のそれぞれルール分を計上しております。 

財産収入は、介護給付費準備基金の運用利子１，０００円を計上しております。 

８５ページの繰入金につきましては、一般会計からの繰り入れとして１億１，

７０７万９，０００円を計上しており、その内訳は、介護給付費繰入金が９，９
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３３万８，０００円、その他一般会計繰入金が１，０８６万４，０００円、ペー

ジめくっていただきまして、８６ページ、地域支援事業繰入金の介護予防事業が

２４３万円、包括的支援事業・任意事業が４４４万７，０００円でございます。 

次に歳出でございます。 

８８ページをごらんください。 

総務管理費が１１８万５，０００円、賦課徴収費が１２４万７，０００円でご

ざいます。 

介護認定に要する主治医意見書や認定調査委託費用、要介護認定申請に基づく

認定調査や主治医意見書により要介護度を審査するために共同設置しております

介護認定審査会への負担金を、介護認定審査会費として６３１万９，０００円を

計上しております。 

９１ページに移りまして、保険給付費でございますが、要介護認定を受けられ

た方々の居宅介護サービス、施設介護サービス、地域密着型介護サービスなどの

介護サービス等諸費が７億５，１０７万円、９２ページに移りまして、要支援認

定を受けられた方々の介護予防サービス、介護予防サービス計画などの介護予防

サービス等諸費が１，６１０万円、高額介護サービス等費が８４４万円、９４ペ

ージに移りまして、特定入所者介護サービス等費が１，７１９万円、高額医療合

算介護サービス等費が１０５万円、その他の保険給付費を含め、全体で７億９，

４７０万円を計上しております。 

施設介護サービスにかかる給付費が増加しているものの、地域密着型介護サー

ビス給付費、介護予防サービス給付費等において減額しており、保険給付費全体

としては１，６８５万円の減額でございます。 

９５ページの地域支援事業費につきましては、介護予防・生活支援サービス事

業費が１，７９８万１，０００円でございます。平成２８年度から開始する介護

予防・日常生活支援総合事業に係る負担金等でございます。 

また、一般介護予防事業費につきましては、１４５万２，０００円でございま

す。地域の介護予防活動の支援、リハビリテーションのノウハウの普及にかかる

ものでございます。 

また、９６ページから９８ページの包括的支援事業・任意事業費が２，４６５

万７，０００円で、主に地域包括支援センター運営事業費のほか、配食サービス

見守り事業や家族介護者支援事業に係る委託料、地域の医療・介護の資源の把握、

在宅医療・介護連携の課題抽出及び対応策の検討等を行う在宅医療・介護連携推
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進事業、生活支援コーディネーターとの連携を図り地域の互助を高める生活支援

体制整備事業、認知症高齢者等にやさしい地域づくりを推進する認知症総合支援

事業に係るものでございます。 

今後も、住民の皆様の健康づくり、特に介護予防の観点を重視した保健福祉サ

ービス、また、平成２８年度から開始する介護予防・日常生活支援総合事業の充

実に努め、御本人が自立して地域で安心して老後を送っていただけるよう支援を

させていただき、適正な介護保険の運営に努めたいと考えております。 

以上、まことに簡単ではございますが、議第３０号、平成２８年度竜王町介護

保険特別会計予算の概要を申し上げ、説明とさせていただきます。 

○議長（小森重剛） 徳谷上下水道課長。 

○上下水道課長（徳谷則一） 続きまして、議第３２号、平成２８年度竜王町水道

事業会計予算につきまして、その内容を御説明申し上げます。 

まず、予算書の１ページ、第２条、業務の予定量といたしまして、給水戸数に

つきまして３，８００戸、年間総配水量につきまして１６４万立方メートル、１

日平均給水量につきまして４，３００立方メートル及び主な建設改良事業といた

しまして、今後の年次計画に基づく管路更新事業を実施するに当たり、これに係

る事業費につきまして２億５，８６０万２，０００円をそれぞれ予定するもので

ございます。 

次に、第３条予算及び第４条予算につきましては、提出議案説明資料１４４ペ

ージの予算の概要によりまして御説明申し上げます。 

第３条予算でございますが、収益的収入の予定額といたしまして、３億６，６

０６万３，０００円と定めたいものでございます。前年度と比較して８０万５，

０００円の増額でございます。 

収益的支出の予定額といたしましては、３億６，６０５万４，０００円と定め

たいものでございます。前年度と比較して６７１万１，０００円の増額でござい

ます。収益的収入の内訳といたしまして、営業収益が２億９，９４２万円、営業

外収益が６，６６３万３，０００円、特別利益が１万円でございます。 

営業収益の主な収入といたしまして、給水収益が２億９，５２０万円で前年度

と同額でございます。 

営業外収益の主な収入といたしまして、補助金が３，１５６万円で前年度比較

１０万円の減額、長期前受金戻入が３，０６４万８，０００円で、前年度比較１

１１万３，０００円の減額でございます。 
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特別利益の主な収入といたしまして、貸倒引当金戻入益が１万円で前年度と同

額でございます。 

次に、収益的支出の内訳といたしまして、営業費用が３億５，０７７万６，０

００円、営業外費用が１，５０７万８，０００円でございます。 

営業費用の主な支出といたしまして、県水受水費が１億７，５５９万円、減価

償却費が７，５４５万２，０００円、人件費が２，８７１万８，０００円、委託

料が３，６１３万５，０００円でございまして、その他の営業費用につきまして

は、ごらんいただいているとおりでございます。 

営業外費用の主な支出といたしまして、支払利息が１，４９６万８，０００円

等でございます。 

さらに、第４条予算でございますが、資本的収入の予定額といたしまして、１

億４，０８０万円と定めたいものでございます。前年度と比較して７９万３，０

００円の増額でございます。 

資本的支出の予定額といたしましては、２億８，５１０万５，０００円と定め

たいものでございます。前年度と比較して５，７３８万４，０００円の増額でご

ざいます。 

資本的収入の主な収入といたしまして、建設改良費に伴います企業債が１億円、

水道水源開発等施設整備費に係る補助金が２，５００万円、祖父川河川工事に伴

う配水管移設工事に伴う県負担金１，２７０万円等でございます。 

資本的支出の主な支出といたしまして、管路布設替工事等の設計委託料及び工

事費に係る改良事業費が２億５，８６０万２，０００円、企業債償還金が２，３

５０万３，０００円等でございます。 

なお、資本的収入額が資本的支出額に対しまして１億４，４３０万５，０００

円の不足となりますが、これにつきましては、建設改良積立金、過年度分及び当

年度分の損益勘定留保資金並びに当年度分消費税資本的収支調整額で補てんさせ

ていただくこととしております。 

次に予算書の２ページをごらん下さい。 

第５条で債務負担行為をすることができる事項、期間及び限度額といたしまし

て、水道管理システム更新及び保守業務委託を平成２９年度から平成３３年度ま

での期間、１，０１６万４，０００円を限度額とし、第６条で企業債の限度額を

１億円に、第７条で一時借入金の限度額を１，０００万円に、第８条で議会の議

決を経なければ流用することのできない経費といたしまして、職員給与費２，８



- 51 - 

７１万８，０００円、交際費２万円、第９条で一般会計から受ける補助金といた

しまして３，１５６万円、第１０条でたな卸資産購入限度額を５００万円に定め

たいものでございます。 

以上、まことに簡単ではございますが、議第３２号、平成２８年度竜王町水道

事業会計予算の概要を申し上げ、説明とさせていただきます。 

○議長（小森重剛） 以上で提案理由の説明が終わりました。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第３４ 議員派遣について 

○議長（小森重剛） 日程第３４ 議員派遣についてを議題といたします。 

お諮りいたします。会議規則第１２６条の規定により、お手元に配付のとおり

議員を派遣することにいたしたいと思います。 

なお、緊急を要する場合は、議長においてこれを決定いたしたいと思いますが、

これに御異議ございませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（小森重剛） 異議なしと認めます。 

よって、本件はそのように決定いたしました。 

なお、派遣された議員は、派遣の結果を議長に報告していただくようお願いい

たします。 

本日の議事日程は、これで全部終了いたしました。 

これをもって本日の会議を閉じ、散会いたします。 

大変御苦労さまでございました。 

散会 午後４時４３分 


